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目的

一般事項

１　本施工マニュアルは、１０人槽以下の補助対象工事について適用する。

２　浄化槽工事業者は、浄化槽工事を行うときは、これを浄化槽設備士に実地に監督

　 させ、又はその資格を有する浄化槽工事業者が自ら実地に監督しなければならない。

＜浄化槽法第２９条＞

３　本施工マニュアルは、２００８年４月１日から適用する。

なお、１９９４年１１月発行の「高知県合併処理浄化槽施工実務マニュアル」は

廃止する。

４　本施工マニュアルは、２０１３年４月から修正し適用する。

本 書 の 利 用 に つ い て

浄 化 槽 法 の 規 定 に よ る 浄 化 槽 工 事 の 技 術 上 の 基 準 等 に 基 づ き 、

浄 化 槽 工 事 を 行 う 際 や 、 行 政 機 関 が 施 工 状 況 を 審 査 す る う え で

留 意 す べ き 事 項 を 定 め 、 事 業 の 円 滑 な 推 進 を す る た め に 策 定

本施工マニュアルは、浄化槽整備事業の適正な工事を確保するため、

したものである。



１ 特記事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

２ 浄化槽工事の提出写真 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

３ 浄化槽の施工　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

＜ 資料提供　：　浄化槽整備の基礎知識　 全浄協   2006年1月 ＞

４ 浄化槽工事のチェックリスト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

＜合併処理浄化槽設置整備事業の推進体制の強化について

最終改正 平成１０年６月３０日　衛浄第１５号　　室長通知＞

５ 資料

○ 浄化槽の人槽算定基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

○ 浄化槽の製造（全浄協の登録浄化槽） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28

＜ 資料提供　：　浄化槽整備の基礎知識　 全浄協   2006年1月 ＞

○ 浄化槽工事業者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

○ 工事請負契約書　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

＜合併処理浄化槽設置整備事業の推進体制の強化について

最終改正 平成１０年６月３０日　衛浄第１５号　　室長通知＞

○ 浄化槽工事費見積 ・ 出来高明細書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34

○ 浄化槽の設置配管図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35

○ 保守点検・清掃委託契約書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

○ 保守点検・清掃記録票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

○ 補助金関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

○ Ｑ　＆　Ａ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45

目　　　　　　次



特　　記　　事　　項



1 特記事項

○ 浄化槽工事は、浄化槽設備士が実地に監督すること。

○ 工事は本施工マニュアルの  「３ 浄化槽の施工」  に基づいて行うこと。

＜資料提供　：　浄化槽整備の基礎知識　２００６　全浄協＞

○ 工事完了後は浄化槽設備士が　「 ４　浄化槽工事のチェックリスト」 により

確認の上、チェックリストを提出すること。

○ 基礎砕石は40-0を標準とし、再生砕石の使用を優先する。

・ 　「平成19年度　建設工事技術者研修資料　平成19年6月　高知県」

の８－２４　公共工事における建設副産物等の取り扱いについて

３　再生資材等の利用

○ 埋め戻しは石などの混入していない砂類を使用する。

○ 流入管及び放流管はφ100ｍｍ以上を使用する。

・ 排水横主管は、「３ 浄化槽の施工　３－１　配管工事」 に基づいて施工すること。

○ 放流先の確認を行い、逆流することがないようにすること。

○ 床下配管は排水管の破損の発見及び清掃が困難になるため、できるだけ避け

建物の外に配管すること。

敷地の条件等でやむを得ず床下配管する場合は、床下集合配管システム

で設置すること。  「３ 浄化槽の施工　３－３　特殊な配管」

ただし、特殊な条件の場合は市町村担当課と協議すること。この協議結果は、

法定検査の判定に必要なため、市町村から高知県環境検査センターに報告

すること。
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浄 化 槽 工 事 の 提 出 写 真



１　工事着手前

浄化槽設備士が、「浄化槽工事業者登録票」「工事看板」を
掲げ、周囲の状況（地面、背景）を明確に撮影する。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること

１－１　浄化槽工事業者の標識（登録または届出）

工事現場の見やすい場所に、浄化槽工事業者の標識
を掲示し、写真を撮影すること。

工事期間中は掲示しておくこと。

２　掘削完了後

掘削完了後、スケール等をあて、幅・長さ・深さを黒板に
記入し、寸法の分かるように撮影する。

３　基礎砕石工事

スケ－ル等をあて、幅・長さ・厚さを黒板に記入し、寸法
が確認できる写真を撮影する。

転圧状況が分かるように撮影する。

基礎の厚みは１００mm以上とする。

２　浄 化 槽 工 事 の 提 出 写 真

－2－



４　捨てコンクリート打設

スケ－ル等をあて、幅・長さ・厚さを黒板に記入し、寸法
が確認できる写真を撮影する。

※底版コンクリート（既製品）の場合、空練りモルタルでも可。

５　基礎コンクリート型枠及び配筋

型枠の状況が分かるように撮影する。

鉄筋はＤ１０－＠２００mmで配筋しスペ－サ－を設置する。

鉄筋の間隔、全体がスケ－ル等で確認できる写真。

６　基礎コンクリ－ト打設状況

適当な器具で締固めていることが確認できる写真。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること
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７　基礎コンクリ－ト完了

スケ－ル等をあて、幅・長さ・厚さを黒板に記入し、寸法
が確認できる写真。

水準器等により水平を確認すること。

十分な養生期間をとること。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること

※底版コンクリ－ト（既製品）の場合

底版据付後、スケ－ル等をあて、幅・長さ・厚さを黒板に記入し、
寸法が確認できる写真。

水準器等により水平を確認すること。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること

８　浄化槽本体確認

現場搬入後に浄化槽本体、機種名を撮影する。

周囲の状況（背景等）が分かる写真。

メーカー・型式・人槽が確認できる写真。
（破損・変形等がないか確認）

９　浄化槽据付状況

浄化槽を所定の据付位置に設置し、水張りをして槽本体を
安定させ水平を確認する。
（漏水がないか確認）

水平を確認する水準器、水張りを行うホ－スの写真。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること
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１０　埋戻状況　（１／３充填）

埋め戻しは石などの混入していない砂類を用いる。
浄化槽内に異物が入らないこと。

スケ－ル等により深さの確認ができる写真。

本体の水平確認の水準器、水締め用ホ－ス、
締め固め器具が確認できる写真。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること

１１　埋戻状況　（２／３充填）

埋め戻しは石などの混入していない砂類を用いる。
浄化槽内に異物が入らないこと。

スケ－ル等により深さの確認ができる写真。

本体の水平確認の水準器、水締め用ホ－ス、
締め固め器具が確認できる写真。

１２　埋戻状況　（完了）

埋め戻しの最終転圧状況写真。

本体の水平確認の水準器、水締め用ホ－ス、
締め固め器具が確認できる写真。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること

１３　上部スラブコンクリ－ト型枠及び配筋

型枠の状況が分かるように撮影する。

鉄筋はＤ１０－＠２００mmで配筋しスペ－サ－を設置する。

鉄筋の間隔、全体がスケ－ル等で確認できる写真。
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１４　上部スラブコンクリ－ト打設状況

適当な器具で締固めていることが確認できる写真。

１５　上部スラブコンクリ－ト完成

スケ－ル等をあて、幅・長さ・厚さを黒板に記入し、寸法
が確認できる写真。

１６　ブロワの設置状況

アース工事を適切に行うこと。

　（アース不要のブロアあり）

１７　浄化槽設置工事完成

設置完成状況を工事看板を掲げ、周囲の状況と共に
撮影する。

着手前と対照できるよう、同じ方向から撮影する。

◆　浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
　　 浄化槽設備士は本人確認できるように撮影すること
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１８　その他写真

○　水替え工

釜場を設けて、排水ポンプを設置する。

○　山留め工

掘削時に崩壊の恐れがある場合、掘削壁面を
矢板等で押さえる。

○　かさ上げ工事

スケール等により、かさ上げの状況が分かる写真。

かさ上げ高は３０㎝以内とする。

○　配管工事（放流管）

放流先が暗渠等で、完成時に詳細が確認できない
場合は放流管の写真を付けること。

※　掲載写真はマニュアル用のため、一部修正等をしている。

※　その他の特殊工事については、本施工マニュアルの　「３ 浄化槽の施工」
   を参照し 適切な写真を付けること。

排水

排水ポンプ

Ｐ

側溝など

かま場
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資料（全浄協提供　平成19年研修資料）

　　※　せき板は、在置日数以上経過するまで取り外さないこと。

現場打ちコンクリートの型枠及び支柱の取りはずし
に関する基準（建設省告示昭和46年第110号）

一般
工事

８５３普通セメ
ント

緊急
工事

５３２早強セメ
ント

基

礎

せき

板

摂氏

５度

未満

摂氏１５

度未満

摂氏５度

以上

摂氏１

５度以

上

在置期間中の平均気温

備考在置日数セメント

の種類

建

築

物

の

区

分

せき

板
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浄　化　槽　の　施　工



３ 浄化槽の施工  

 

 浄化槽の機能を長期間にわたり正常に維持するためには、設計・製造、施工及び維持管

理のいずれも満たさなければならない。 

 特に、浄化槽の設置工事は、浄化槽の所期の性能が十分に発揮することができるかどう

か、また保守点検及び清掃が容易かつ安全に行えるかなど、浄化槽の維持管理及び放流水

の水質に大きな影響を与える。このようなことから、浄化槽整備事業における浄化槽の施

工にあたり、次のようなことなどを施工業者に確認し、浄化槽の設置工事が適正に施工さ

れるよう指導することが望まれる。 

 

１．設置届出書の確認 

  浄化槽の設置工事にあたり、浄化槽設置届出書から次のようなことを確認する。  

 

１－１ 処理対象人員の算定 

   処理対象人員の算定は「建築物の用途別による屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準

  （JIS3302-2000）」に基づき算定されているか確認する。 

 

１－２ 浄化槽の確認（補助要件） 

 浄化槽整備事業の補助対象となる浄化槽であるかを確認する。  

 なお、処理対象人員が10人以下の場合は、「合併処理浄化槽設置整備事業における

国庫補助指針」が適用され、全国合併処理浄化槽普及促進市町村協議会の審査を受け

登録された浄化槽であること。 

 

１－３ 設置場所の確認（設置条件） 

（１）保守点検及び清掃が容易に行えるか。 

（２）建築物の排水場所と浄化槽の距離は適当か。 

  ① 流入管きょが異常に長くはないか。 

   かさ上げが高くなることや、流入管きょの閉塞の原因となることがある。  

 ② 流入管きょが極端に短くはないか、または流入管きょの異常な高低差がないか。  

嫌気ろ床槽の撹拌等による機能低下の原因になることがある。  

（３）降雨等で冠水はしないか。 

（４）飲用井戸に近接していないか。 

 （５）浄化槽の深埋めに伴う工事の有無。 

 ① かさ上げ工事（深埋め30cm以内）。 

 ② ピット工事（浄化槽上部に維持管理が容易に行えるスペースを確保）。  

 （６）大きな荷重がかからないか。 

   ① 上部を駐車場にする場合の補強工事の有無。 

   ② 荷重が浄化槽側面にかかる場合の補強工事の有無（建築物、崖下及び交通量の多い

道路等）。 

   

－9－



 ③ 浄化槽上部を車両が通らないか。 

 （７）浄化槽の浮上防止工事の有無（地下水等の影響等）。  

 （８）放流ポンプ槽の設置工事の有無（放流先の状況）。  

 （９）臭気の滞留しやすい場所ではないか。 

    風通しの良い場所に設置する。 

 （10）隣接する建築物と接近していないか。 

     玄関や飲食店の出入口は避けることが望ましい。 

 （11）屋根から雪が滑り落ちる場所でないか。 

 

１－４ 放流先の確認 

 （１）勾配はとれるか、浄化槽への逆流はないか。 

   流入管きょ→浄化槽→放流管きょ→放流先（側溝）までの勾配が、適正にとれる  

かどうかの確認をする。必要な場合は縦断面図を作成し、工事不良に伴う勾配不良

や側溝からの逆流防止をはかる。 

（２）放流先の水位の上昇はないか。 

   放流先が用水路等の場合は、灌漑期に水位が上昇する場合があるので注意が必要  

である。また、降雨時にたびたび逆流することがないよう、側溝の高い位置に放流

口が設けられているかを確認する。 

 

１－５ 浄化槽工事業者の確認 

浄化槽を施工する工事業者が、工事業の登録または届出がなされているか（建設業  

者に関する特例）確認するとともに、工事施工監督が次の浄化槽設備士が行うことを

確認する。 

（１）平成元年10月30日付け厚生省・建設省告示第１号により指定した、小規模浄化槽  

施技術特別講習会を修了した者。 

（２）昭和63年度以降に浄化槽法第42号第1項各号に該当することとなった、浄化槽設 

備士。 

 

２．本体工事 （１０人槽以下） 

      次に浄化槽の標準的な工事の概要と、市町村の施工現場確認事項として望ましい  

  内容を記載する。 
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ラ
ス
ト
１
）

①
設
置
場
所
の
広
さ
。

浄
化
槽
設
備
士
が
督
し
て
い
る
か
。
ま
た
は
自
ら
工
事
を
②
浄
化
槽
設
備
士
は
正
面
を
向
く
。

②
配
管
路
の
状
況
。

実
地
に
監
督
し
て
い
行
っ
て
い
る
か
。

③
標
識
看
板
を
掲
げ
る
。

③
放
流
先
。

る
こ
と
を
証
す
る
写
【
法
第

条
】

④
背
景
に
工
事
を
行
う
場
所
の
周
辺
状
況
(
地
面
・
家
屋
等
)
と

29
④
支
障
物
埋
設
管
の
調
査
。

真
。

と
も
に
写
す
。

⑤
地
盤
調
査
。

⑥
工
事
用
電
力
・
用
水
の
確
保
。

標
識
の
掲
示
は
国
土
交
通
省
「
浄
化
槽
工
事
業
に
係
わ
る
登

⑦
敷
地
境
界
。

録
等
に
関
す
る
省
令
第
９
条
」
に
定
め
る
別
記
様
式
第
８
号
・

⑧
搬
入
路
・
搬
出
路
。

同
第
９
号
（
図
－
１
）
に
よ
る
（
標
識
板
の
記
載
事
項
が
判

。
)
施
工
に
必
要
な
作
業
道
具
・
機
材

⑨
残
土
の
処
理
方
法
。

読
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

2
。

の
点
検

⑩
関
係
官
公
庁
へ
の
届
出
状
況
。

)
浄
化
槽
工
事
業
者
登
録
票
の
準
備

3

(
)
施
工
前
の
本
体
の
検
査

・
浄
化
槽
の
点
検
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る
。

2 )
本
体
の
確
認

①
浄
化
槽
本
体
の
亀
裂
・
破
損
・
変
形
の
状
況
。

1 )
部
材
・
部
品
の
確
認
等

②
槽
内
の
ろ
材
・
接
触
材
の
変
形
・
破
損
の
状
況
。

2
③
各
種
装
置
、
配
管
・
バ
ル
ブ
等
の
固
定
状
況
。

④
消
毒
槽
の
変
形
・
破
損
の
状
況
。

⑤
隔
壁
の
変
形
・
破
損
の
状
況
。

⑥
ブ
ロ
ワ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど
付
属
品
。

工
事
の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
施

工
計
画
を
た
て
て
か
ら
工
事
に
着
手
す
＜
設
置
場
所
に
よ
る
機
能
障
害
の
お
そ
れ
＞

る
。

①
排
水
箇
所
と
浄
化
槽
が
極
端
に
近
い
場
合
。

②
流
入
管
き
ょ
勾
配
が
著
し
い
場
合
（
高
低
差
が
大
き
い
。
）

原
因

浄
化
槽
に
汚
水
が
勢
い
よ
く
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浄

化
槽
一
次
処
理
装
置
内
の
撹
乱
に
よ
る
機
能
障
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
。

２
－
２

(
)
地
縄
張
り
。

掘
削
工
事

1

遣
り
方

や

・
敷
地
整
理
完
了
後
に
、
浄
化
槽
の
設
置
位
置
を
決
定
す
る
た
め
、

地
縄
張
り
を
行
い
、
浄
化
槽
の
レ
ベ
ル
、
位
置
、
方
向
及
び
中
心
線

を
設
定
す
る
た
め
、
必
要
な
個
所
に
杭
を
打
っ
て
遣
り
方
を
出
す
。

イ
ラ
ス
ト
１
床
付
け
の
完
了
状
況

（
提
出
写
真
１
）

図
－
１
浄
化
槽
工
事
業
者
標
識
の
様
式
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【
工
事
写
真
１
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

(
)
掘
削
工
事
。

2
浄
化
槽
を
据
え
付
け
る
た
め
、
底

①
設
置
場
所
や
流
入
管
、
流
出
の
方
向
を
確
認
し
、
仕
様
書
や
図

基
礎
を
施
工
す
る
た
め
、
所
定
の
深

工
事
場
所
、
日
時
、
工
程
を
示
し
た
標
識
と
と
も
に
ス
ケ
ー

版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
基
礎
地
盤

面
を
参
考
に
必
要
な
深
度
ま
で
掘
削
す
る
。

床
付
け
の
完
了
状
さ
ま
で
掘
削
が
済
ん
で
、
規
定
面
の
と
ル
な
ど
の
機
材
も
写
す
。

と
こ
づ
け

ま
で
土
砂
を
掘
削
（
根
切
り
工
事
）

②
掘
削
幅
は
埋
戻
し
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
浄
化
槽
本
体
の
大
況
を
示
す
写
真
。

お
り
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
。

す
る
。

き
さ
に
対
し
、
余
裕
を
も
っ
て
掘
削
す
る
。

③
土
地
や
地
下
水
の
状
況
に
よ
っ
て
、
土
留
工
事
、
水
替
工
事
、

あ
る
い
は
潜
函
工
事
等
の
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
。

④
地
盤
が
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
、
ま
た
は
周
辺
の
状
況

に
よ
り
危
害
防
止
上
支
障
が
な
い
と
き
を
除
き
、
山
留
め
を
設
け

る
こ
と
。

⑤
手
堀
り
に
よ
る
掘
削
は
、
掘
削
面
が
崩
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ

よ
う
法
面
の
勾
配
を
十
分
に
と
る
こ
と
。

⑥
地
下
埋
設
物
で
、
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
電
線
管
等
を
掘
り
出
し

た
場
合
は
サ
ポ
ー
ト
を
施
し
て
保
護
す
る
。

(
掘
り
す
ぎ
の
調
整
は
、
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
行
う
。
)

・
掘
削
は
、
土
質
を
考
え
て
作
業
幅
を
見
込
み
、
法
勾
配
を
考
慮
し

バ
ッ
ク
ホ
ー
に
て
行
う
。

(
)
掘
削
工
法
。

3 )
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト

・
以
下
の
よ
う
な
条
件
の
際
に
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
の
工
法
を
選
択
す

1
(
素
掘
り
工
法
）

る
。
①
周
囲
に
建
物
が
な
く
、
広
さ
に
余
裕
が
あ
る
場
合
。

②
地
質
が
比
較
的
固
い
硬
質
粘
土
層
や
赤
土
層
な
ど
の
良
質
地
盤

で
、
掘
削
深
さ
が
浅
い
場
合
。

③
湧
水
が
な
い
。

・
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
等
を
し
な
い
場
合
の
、
手
堀
の
掘
削
高
と
法
面

勾
配
を

に
示
す
。

表
－
１

（
工
事
写
真
３
）

2)
山
留
め
工
法

（
掘
削
時
に
崩
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ

・
以
下
の
よ
う
な
条
件
の
際
に
、
山
留
め
工
法
を
選
択
す
る
。

る
掘
削
壁
面
を
矢
板
な
ど
で
押
さ
え

①
敷
地
が
狭
い
、
法
面
勾
配
が
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
。

る
こ
と
）

②
掘
削
深
さ
が
深
く
、
軟
弱
な
地
盤
の
場
合
。

。
③
建
物
や
道
路
に
接
し
て
掘
削
す
る
場
合
。

④
湧
水
が
多
い
場
合
。

（
図
－
２
）

3)
水
替
え
工
法

湧
出
す
る
水
を
排
出
す
る
こ
と
を

・
掘
削
し
た
底
面
に
は
，
周
辺
に
排
水
用
の
溝
を
掘
り
、
一
部
に
釜

水
替
え
と
い
い
、
埋
め
戻
し
が
完
了

場
を
設
け
て
、
そ
の
中
に
水
中
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。

す
る
ま
で
行
う
こ
と
。

工
事
写
真
１
床
付
け
の
完
了
状
況

工
事
写
真
２
山
留
め
工
事
状
況

図
－
２
水
替
え
工
法

表
－
１
掘
削
高
と
法
面
勾
配

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
六
章
掘
削
作
業
等
に
お
け
る
危
険
）

条
地
山
の
種
類

掘
削
面
の
高
さ

掘
削
面
の
勾
配

５
ｍ
未
満

９
０
度

５
ｍ
以
上

７
５
度

２
ｍ
未
満

９
０
度

２
ｍ
以
上
５
ｍ
未
満

７
５
度

５
ｍ
以
上

６
０
度

砂
か
ら
な
る
地
山

発
破
等
に
よ
り
崩
壊
し
や
す
い
地
山

3
5
7

勾
配
３
０
度
又
は
掘
削
面
の
高
さ
５
ｍ
未
満

勾
配
４
５
度
又
は
掘
削
面
の
高
さ
２
ｍ
未
満

［
手
掘
り
（
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
等
を
使
用
し
な
い
と
き
）
の
勾
配
］

3
5
6

岩
盤
又
は
固
い
粘
土
か
ら
な
る
地
山

そ
の
他
の
地
山
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２
－
３

【
イ
ラ
ス
ト
２
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

基
礎
工
事

(
)
割
栗
地
業
。

①
地
耐
力
の
弱
い
場
所
や
地
下
水
位
が
高
く
、
掘
削
面
か
ら
水
が

1
割
栗
石
は
､
大
き
さ

内
外
の

出
る
場
合
等
は
、
地
盤
の
強
度
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
状
況
に

栗
石
地
業
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

栗
石
ま
た
は
砕
石
地
業
で
ラ
ン
マ
等
機
材
で
転
厚
の
作
業
を

45
m

m
(
提
出
写
真

)
2-

1
砕
石
と
す
る
。

応
じ
て
適
切
な
地
業
を
行
う
こ
と
。

基
礎
砕
石
敷
設
転
か
。

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
写
す
。

②
掘
削
し
た
底
部
を
突
き
固
め
た
後
に
、
割
栗
石
を
敷
き
つ
め
た
厚
圧
工
事
状
況
を
示

上
か
ら
砂
利
を
撒
い
て
、
さ
ら
に
突
き
固
め
る
。

す
写
真
。

③
栗
石
ま
た
は
砕
石
地
業
の
仕
上
が
り
厚
み
は

㎜
以
上
と
す

10
0

る
こ
と
。

〈
浄
化
槽
工
事
の
技
術
上
の
基
準
及
び
浄
化
槽
の
設
置
等
の
届
出
に

関
す
る
省
令
〉

第
条1

六
基
礎
工
事
は
、
地
盤
の
状
況
に
応
じ
て
、
基
礎
の
沈
下
又
は
変

形
が
生
じ
な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
。

七
基
礎
の
状
況
等
に
関
す
る
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
。

八
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み
は
、
打
上
が
り
が
均
質
で
密
実
に

な
る
よ
う
に
行
い
、
か
つ
、
所
要
の
強
度
に
な
る
ま
で
適
切
に
養

生
す
る
こ
と
。

(
)
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
は
、

①
割
栗
地
業
で
十
分
に
つ
き
固
め
た
そ
の
上
に
、
捨
て
コ
ン
ク
リ

【
】

【
】

【
イ
ラ
ス
ト
３
】

審
査
の
ポ
イ
ン
ト

写
真
の
ポ
イ
ン
ト

所
定
の
高
さ
に
水
平
で
、
か
つ
平
坦

ー
ト
を
水
平
に
打
ち
、
所
定
の
深
さ
と
す
る
。
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー

栗
石
地
業
を
行
っ
た
後
、
捨
て
コ
ン

栗
石
地
業
を
行
っ
た
こ
と
の
分
か
る
写
真
、
す
な
わ
ち
栗
石

(
提
出
写
真
２
)

に
仕
上
げ
る
。

ト
の
厚
み
は

㎜
以
上
と
す
る
。

基
礎
工
事
の
状
況
ク
リ
ー
ト
を
所
定
の
厚
さ
で
打
っ
て
い
の
つ
き
固
め
が
終
了
後
、
深
さ
の
分
か
る
ス
ケ
ー
ル
と
と
も
に

50
②
十
分
な
養
生
の
期
間
を
と
る
。

を
示
す
写
真
。

る
か
。

写
す
。

（
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
基
準

③
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
、
通
り
芯
、
型
枠
の
位
置
、
そ
の

強
度
は
、

他
（
浄
化
槽
本
体
の
浮
上
防
止
金
具
の
取
付
位
置
等
）
の
墨
出
し

15
N

/m
m

2 以
上
と
す
る
）
。

を
行
う
。

・
ユ
ニ
ッ
ト
（
工
場
生
産
品
）
浄
化
槽
の
標
準
的
な
基
礎
工
事
等

の
厚
さ
を

に
示
す
。

表
－
２

（
単
位

）
m

m

51
～

処
理
対
象
人
員

50
人
以
下

人
以
下

50
0

切
込
み
砕
石

10
0以
上

15
0以
上

（切
込
み
砂
利
）

す
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

50
以
上

50
以
上

コ
ン
ク
リ
ー
ト

15
0(
10
0)
以
上

20
0以
上

底
版

コ
ン
ク
リ
ー
ト

D
10
-@
20
0

D
13
-@
20
0

配
筋

（シ
ン
グ
ル
）

（ダ
ブ
ル
）

注
）
は
異
形
鉄
筋
、
は
鉄
筋
中
心
間
隔
を
示
す
。

1
D

@
注
）
公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書
（
機
械
設
備
工
事
編
）
及

2
び

を
も
と
に
作
成

SH
A

SE
-S

01
0-

20
00

イ
ラ
ス
ト
２

基
礎
砕
石
敷
設
転
厚
圧
工
事
状
況

(
提
出
写
真

)
2-

1
(
提
出
写
真
が
２
枚
の
場
合
)

イ
ラ
ス
ト
３
基
礎
工
事
状
況

(
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

(
提
出
写
真
２
)
（
提
出
写
真
が
１
枚
の
場
合
）

工
事
写
真
３

基
礎
砕
石
敷
設
転
厚
圧
工
事
状
況

（
参
考
）

表
－
２
ユ
ニ
ッ
ト
型
浄
化
槽
の
基
礎
等
の
厚
さ
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【
工
事
写
真
４
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

(
)
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。

・
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
広
さ
は
、
浄
化
槽
外
形
寸
法
以
上
と

3
鉄
筋
、
型
枠
等
打
込
み
材
料
を
移

す
る
こ
と
。

基
礎
工
事
の
状
況

基
礎
工
事
の
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー

型
枠
及
び
配
筋
の
状
態
が
分
か
る
も
の
、
ピ
ッ
チ
が
分
か
る

動
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
、
適
当
な

を
示
す
写
真
（
基
礎
ト
に
、
配
筋
が
さ
れ
て
い
る
か
。

ス
ケ
ー
ル
と
共
に
写
す
。

器
具
で
十
分
締
め
固
め
、
鉄
筋
そ
の

①
型
枠
工
事
を
行
う
。

工
事
の
配
筋
。
）

他
の
打
込
み
材
の
周
囲
や
型
枠
の
隅

②
鉄
筋
を
組
み
立
て
る
。

ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
行
き
渡
ら
せ

・
鉄
筋
：

シ
ン
グ
ル

D
10

-@
20

0
る
。

・
厚
み
：

㎜
（

）
以
上

15
0

10
0

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
仕
上
げ
る
。

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
基
準
強
度

以
上
、
ス
ラ
ン
プ

は
、

18
N

/m
m

2
は

以
下
と
す
る
）

18
cm

。

【
】

【
】

【
工
事
写
真
５
】

審
査
の
ポ
イ
ン
ト

写
真
の
ポ
イ
ン
ト

基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
、
所
定

コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
成
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
の
分
か
る
ス
ケ

(
提
出
写
真

)
2-

2
基
礎
工
事
の
状
況
の
厚
さ
に
打
設
さ
れ
て
い
る
か
。

ー
ル
と
と
も
に
写
す
。

を
示
す
写
真
(
基
礎

底
版
コ
ン
ク
リ
ー

ト
)
｡

２
－
４

【
工
事
写
真
６
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

据
付
工
事

(
)
本
体
据
付
工
事

・
本
体
据
付
工
事
は
、
本
体
の
検
査
後
に
次
の
よ
う
に
行
う
。

1 )
墨
出
し

①
ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
、
通
り
芯
、
浄
化
槽
本
体
の
位

浄
化
槽
本
体
及
び

設
置
申
請
通
り
の
人
槽
・
処
理
方
式

現
場
で
の
浄
化
槽
本
体
の
搬
入
状
況
、
及
び
本
体
に
明
記
さ

1
置
等
の
墨
出
し
を
行
う
。

浄
化
槽
搬
入
状
況
を
で
あ
る
か
。

れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
・
型
式
・
人
槽
が
判
読
で
き
る
写
真
を
写

)
吊
り
降
ろ
し

②
ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
の
小
石
や
異
物
を
除
去
す
る
。

示
す
写
真
。

す
。

2
.

③
浄
化
槽
の
吊
り
金
具
に
ロ
ー
プ
を
掛
け
て
、
石
な
ど
を
落
と
さ

)
流
入
管
底
、
放
流
管
底
の
レ
ベ
ル

な
い
よ
う
に
静
か
に
本
体
を
吊
り
降
ろ
し
、
流
入
管
底
や
放
流
管

3
確
認

底
の
レ
ベ
ル
及
び
本
体
の
水
平
の
確
認
を
行
う
。

)
水
平
の
確
認

（
注
）
槽
の
内
外
に
土
砂
等
が
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

4
1

（
注
）
据
付
前
に
槽
の
重
量
、
寸
法
を
確
認
し
て
、
ク
レ
ー
ン
な
ど

水
準
器
を
マ
ン
ホ
ー
ル
枠
上
で
､
各

2 の
重
機
の
選
定
を
す
る
こ
と
。

方
向
に
当
て
､
浄
化
槽
の
水
平
を
確
認
（
注
）
据
付
は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
か
ら
ク
レ
ー
ン
な
ど
で

3 実
施
す
る
こ
と
。

（
注
）
ク
レ
ー
ン
作
業
・
玉
掛
け
作
業
は
、
必
ず
有
資
格
者
が
行
う

4 こ
と
。

)
水
張
り
（

④
埋
め
戻
し
の
前
に
水
張
り
を
行
う
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
理
由

5
工
事
写
真
７
）

か
ら
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
.
水
張
り
に
よ
り
、
槽
本
体
を
安
定
さ
せ
、
埋
め
戻
し
の
際

に
本
体
が
据
え
付
け
位
置
か
ら
ず
れ
た
り
、
水
平
が
狂
う
こ

と
を
防
止
す
る
。

イ
.
水
張
り
に
よ
り
、
埋
め
戻
し
の
際
の
土
圧
に
よ
り
生
じ
る

)
漏
水
の
確
認

本
体
及
び
内
部
設
備
に
、
変
形
等
が
生
じ
る
お
そ
れ
を
防
ぐ
。

6
槽
の
内
部
に
異
常
の
な
い
こ
と
を

ウ
．
水
張
り
に
よ
り
、
水
準
目
安
線
等
か
ら
水
平
を
確
認
す
る
。

確
認
し
て
、
所
定
の
水
位
ま
で
水
張

エ
．
水
張
り
に
よ
り
、
本
体
の
漏
水
試
験
を
行
う
。

り
を
行
う

な
お
、
水
張
り
の
途
中
で
あ
っ
て
も
ア
～
エ
の
要
件
を
満
た
せ
ば

次
の
(
)
埋
め
戻
し
工
事
の
埋
め
戻
し
の
作
業
に
入
っ
て
も
差
し
支

2
え
な
い
。

工
事
写
真
４
基
礎
工
事
の
状
況

(
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
筋
状
況
)

(
提
出
写
真
が
２
枚
の
場
合
)

工
事
写
真
５
基
礎
工
事
の
状
況

(
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
状
況
)

工
事
写
真
６
浄
化
槽
本
体
搬
入

（
水
張
り
）

工
事
写
真
７
据
付
工
事

参
考
工
事
写
真
１
基
礎
工
事
の
状
況

(
支
柱
工
事
配
筋
状
況
)
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(
)
埋
め
戻
し
工
事
。

2
【
イ
ラ
ス
ト
４
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
埋
戻
し
の
際
に
、
本
体
の
開
口
部
か
ら
土
砂
が
入
ら
な
い
よ
う
に

マ
ン
ホ
ー
ル
に
シ
ー
ト
等
で
覆
い
を
し
、
次
の
よ
う
に
行
う
。

水
張
り
を
行
い
、
水
平
を
保
ち
つ

水
張
り
を
行
い
、
本
体
の
水
平
を
確
認
し
つ
つ
埋
め
戻
し
の

(
提
出
写
真
３
)

)
本
体
の
保
護

据
付
工
事
の
状
況
つ
、
水
じ
め
及
び
突
き
固
め
を
行
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
写
真
を
残
す
。

1
①
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
の
せ
、
配
管
接
続
口
に
は
キ
ャ
ッ
プ
が
セ
ッ
を
示
す
写
真
。

い
る
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
以
下
の
道
具
等
が
写
っ
て
い
る
こ
と
が
必

ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
開
口
部
か
ら
土
砂
等
が
入
ら
な

要
で
あ
る
。

)
埋
め
戻
し

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

2
②
石
な
ど
の
混
入
し
て
い
な
い
良
質
の
土
砂
等
を
用
い
て
、
周
囲

ア
．
本
体
の
水
平
を
確
認
す
る
た
め
の
水
準
器
。

を
均
等
に
埋
め
戻
す
。
埋
め
戻
し
の
際
に
は
、
水
締
め
及
び
つ
き

（
こ
れ
に
代
え
て
、
水
準
目
安
線
や
越
流
ぜ
き
、
流
入
、
放

)
水
締
め

固
め
の
作
業
を
何
回
か
に
分
け
て
行
い
、
浄
化
槽
の
左
右
交
互
に

流
、
移
流
管
等
の
状
況
を
浄
化
槽
設
備
士
等
が
確
認
し
て

3
振
り
分
け
る
よ
う
に
行
う
。

い
る
こ
と
を
写
し
た
別
の
写
真
で
も
良
い
。
）

③
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
浄
化
槽
は
、
本
体
の
中
央
部
が
ふ
く
れ
た
形
の
も
の

イ
．
埋
め
戻
し
の
高
さ
を
示
す
ス
ケ
ー
ル
。

)
突
き
固
め

が
多
く
、
ま
ず
、
浄
化
槽
の
フ
ラ
ン
ジ
部
分
ま
で
の
下
半
分
を
、

ウ
．
水
張
り
及
び
水
じ
め
に
用
い
る
ホ
ー
ス
。

4
完
全
に
水
締
め
に
よ
っ
て
つ
き
固
め
、
そ
の
後
同
様
に
上
半
分
の

エ
．
つ
き
固
め
用
の
器
具
（
つ
き
棒
、
ラ
ン
マ
ー
等
）
及
び

埋
め
戻
し
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
注
意
を
怠
る
と
、
下
部
に
空
隙

埋
め
戻
し
に
用
い
て
い
る
土
砂
（
本
体
を
き
ず
つ
け
る
お

を
生
じ
、
不
等
沈
下
や
破
損
の
原
因
と
な
る
。

そ
れ
の
あ
る
石
な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
土
砂
。
）

④
衝
撃
を
与
え
た
り
、
埋
戻
し
の
土
が
片
側
に
偏
る
等
に
よ
っ
て

〈
浄
化
槽
工
事
の
技
術
上
の
基
準
及
び
浄
化
槽
の
設
置
等
の
届

槽
を
移
動
さ
せ
た
り
、
水
平
の
狂
い
を
生
じ
さ
せ
た
り
し
な
い
こ

出
に
関
す
る
省
令
〉

と
。
埋
戻
し
の
途
中
で
、
水
平
の
確
認
を
何
度
か
行
う
。

⑤
水
締
め
と
突
き
固
め
を
交
互
に
行
っ
て
、
配
管
が
可
能
な
レ
ベ

第
条1

ル
ま
で
埋
め
戻
す
。

．
ニ

埋
戻
し
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
内
に
異

5
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
行
う
と
と
も
に
、
十
分
な
締
固
め

を
行
う
こ
と
。

ホ
法
第

条
第
項
又
は
第
項
の
認
定
を
受
け
た
浄
化

13
1

2
槽
の
埋
戻
し
は
、
浄
化
槽
の
水
平
を
確
認
し
つ
つ
行
う
こ

と
。

(
)
か
さ
上
げ
工
事
。

3
【
イ
ラ
ス
ト
５
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

排
水
地
点
と
浄
化
槽
本
体
ま
で
の
距
離
が
長
い
と
、
配
管
の
勾
配

を
確
保
す
る
た
め
に
槽
を
深
埋
め
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
に
マ

バ
ル
ブ
操
作
な
ど
の
維
持
管
理
を
、

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
高
さ
か
ら
、
バ
ル
ブ
等
の
操
作
が
可
能
で

(
提
出
写
真
４
)

ン
ホ
ー
ル
蓋
と
本
体
の
間
に
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ラ
ー
を
用
い
て
、
マ
ン

か
さ
上
げ
の
状
況
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

あ
る
か
が
分
か
る
写
真
を
残
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
バ
ル
ブ
の

ホ
ー
ル
蓋
の
か
さ
上
げ
（

）
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
か
さ
上
を
示
す
写
真
。

上
端
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
ま
で
の
距
離
が
分
か
る
よ
う
に
、

図
－
３

げ
の
高
さ
は
、
以
下
の
要
因
か
ら
制
約
を
う
け
る
。

ス
ケ
ー
ル
を
あ
て
た
写
真
を
残
す
。

①
保
守
点
検
前
に
、
バ
ル
ブ
等
の
操
作
や
、
薬
剤
の
補
充
を
行
え

る
よ
う
に
、
確
実
に
手
が
届
く
こ
と
。

②
槽
内
の
外
観
（
ス
カ
ム
の
発
生
状
況
、
接
触
ば
っ
気
槽
の
旋
回

流
、
移
流
管
等
）
が
目
視
に
よ
る
点
検
が
可
能
な
こ
と
。

③
深
埋
め
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
土
圧
が
か
か
り
、
本
体
及
び

内
部
設
備
の
変
形
破
損
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

維
持
管
理
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
さ
上
げ
の
高
さ
は
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
大
き
さ
や
バ
ル
ブ
の
位
置
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
①
、
②
、
③
を
考
慮
す
る
と
、
概
ね

以
内
と
す
る
こ
と

30
cm

が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

以
上
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

30
cm

い
場
合
に
は
、
ピ
ッ
ト
構
造
と
す
る
等
の
対
策
が
い
る
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

6
か
さ
上
げ
の
状

バ
ル
ブ
操
作
な
ど
の
維
持
管
理
を
、

こ
の
欄
の
か
さ
上
げ
工
事
の
【
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
】
を
参
照

況
。

容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

イ
ラ
ス
ト
４
据
付
工
事

(
提
出
写
真
３
)

イ
ラ
ス
ト
５
嵩
上
げ
の
状
況

検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；
【

6

（
メ
ー
カ
－
施
工
要
領
書
）

図
－
３
嵩
上
げ
の
状
況

Ｇ
.Ｌマ
ン
ホ
ー
ル
枠

浄
化
槽
本
体

か
さ
上
げ

さ
げ

る

本
体
に
つ
い
て
い
る

マ
ン
ホ
ー
ル
枠
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２
－
５

【
工
事
写
真
８
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

上
部
ス
ラ
ブ
工
事
(
)
型
枠
工
事
。

・
上
部
ス
ラ
ブ
は
原
則
と
し
て
、
地
盤
面
よ
り
㎝
以
上
高
く
す
る

1
3

等
雨
水
の
流
入
防
止
策
を
講
ず
る
こ
と
。

上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン

上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
、
配
・
配
筋
の
状
態
が
分
か
る
も
の
。
ピ
ッ
チ
が
分
か
る
ス
ケ
ー
ル

・
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
の
雨
水
が
、
ど
ち
ら
側
に
流
れ
る
ク
リ
ー
ト
の
配
筋
状
筋
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

と
共
に
写
す
。

か
を
、
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
表
面
に
勾
配
(

)
を
つ
況
を
示
す
写
真
。

図
－
４

け
る
。

①
埋
戻
し
を
し
た
後
，
十
分
な
締
め
固
め
を
行
う
。

②
型
枠
を
組
み
立
て
る
。

(
)
鉄

筋
。

③
浄
化
槽
上
部
の
配
筋
行
う
。
な
お
、
マ
ン
ホ
ー
ル
開
口
部
に
は

2
周
囲
に
補
強
筋
を
施
す
。

・
鉄
筋
：

シ
ン
グ
ル

D
10

-@
20

0
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
み
：

㎜
～

㎜
前
後

80
15

0
④
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
む
。

⑤
打
設
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ま
だ
固
ま
ら
な
い
間
に
、
表
面
を

金
ゴ
テ
又
は
刷
毛
で
仕
上
げ
る
。

⑥
十
分
な
養
生
期
間
を
お
く
こ
と
。

(
)
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
。

上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
の
目
的

3
ア
．
維
持
管
理
時
の
作
業
を
容
易
に
す
る
。

イ
．
雨
水
が
槽
内
部
に
侵
入
す
る
事
を
防
ぐ
。

【
工
事
写
真
９
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

ウ
．
浮
上
防
止
の
た
め
の
下
向
き
の
力
と
し
て
作
用
す
る
。

上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン

上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
養
生
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
が
分
か
る

ク
リ
ー
ト
状
況
を
示
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
厚
さ
は
適
ス
ケ
ー
ル
と
共
に
写
す
。

す
写
真
。

当
か
。

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

・
保
守
点
検
、
清
掃
を
行
う
に
は
、
少
な
く
と
も
浄
化
槽
本
体

上
部
の
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
事
が
前
提
と
な
る
。

・
通
常
、
槽
本
体
の
変
形
、
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
適
正
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
が
打
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

な
お
、
上
部
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス

6
浄
化
槽
本
体
の
上
①
保
守
点
検
、
清
掃
が
行
い
に
く
い

ラ
ブ
と
基
礎
の
間
に
支
柱
を
た
て
る
等
の
対
策
を
講
じ
て
、
荷

部
、
及
び
そ
の
周
辺

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
か
。

重
が
直
接
浄
化
槽
本
体
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る

の
状
況
。

②
保
守
点
検
、
清
掃
の
支
障
と
な
る

場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
浄
化
槽
に
よ
っ
て
は
、
上
部
が
一
定

も
の
が
置
か
れ
て
い
な
い
か
。

荷
重
以
下
の
利
用
状
況
の
場
合
、
支
柱
を
た
て
る
等
の
対
策
が

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
が
打
た
れ

不
要
な
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
ス
ラ
ブ
を
打
つ
時
、
マ
ン
ホ
ー

て
い
る
か
。

ル
蓋
に
余
分
な
セ
メ
ン
ト
等
が
入
る
こ
と
に
よ
り
、
蓋
が
開
か

な
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

図
－
４

(
参
考
)

２
－
６

【
工
事
写
真

】
【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

残
土
処
分

(
)
残
土
処
分
。

・
残
土
の
処
分
方
法
は
、
仕
様
書
や
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
結
果

1
10

残
土
の
処
分
方
法
は
、
工
事
着
工
前
に
よ
る
が
、
他
の
工
事
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

浄
化
槽
上
部
、
及

浄
化
槽
の
工

浄
化
槽
の
上
部
及
び
周
囲

後
片
付
け

に
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
決
め
る
・
特
に
敷
地
が
狭
い
場
合
、
掘
削
し
な
が
ら
残
土
を
持
ち
出
さ
な
け
び
周
囲
の
状
況
か
ら
事
終
了
後
の
残

の
状
況
か
ら
、
残
土
の
処
分

こ
と
。

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
掘
削
土
の
置
場
、
他
の
機
材
の
置
場
浄
化
槽
工
事
が
竣
工
土
処
理
や
、
後

や
工
事
の
後
片
付
け
等
、
工

等
に
注
意
し
て
作
業
計
画
を
立
て
る
。

し
た
こ
と
を
示
す
写
片
付
け
が
適
正

事
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
。

・
掘
削
し
た
土
の
容
積
は
、
土
質
に
よ
っ
て
相
違
す
る
が
、
掘
削
前
真
。

に
行
わ
れ
て
い

ま
た
、
現
場
に
お
い
て
、
工

の
自
然
土
の
容
積
に
比
べ
通
常

程
度
増
加
す
る
。

る
か
。

事
の
竣
工
確
認
を
行
っ
た
浄

20
%

化
槽
設
備
士
が
写
っ
て
い
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

(
)
後
片
付
け
。

①
す
べ
て
の
工
事
が
終
了
し
た
後
、
浄
化
槽
の
本
体
内
外
、
コ
ン

2
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
の
周
辺
等
を
水
洗
し
、
後
片
付
け
・
清
掃
を
行

う
。

②
本
体
、
配
管
及
び
升
の
中
に
土
砂
、
モ
ル
タ
ル
片
、
管
の
切
り

カ
ス
、
木
や
鉄
筋
の
残
材
等
の
異
物
が
あ
れ
ば
、
ず
べ
て
除
去
す

る
。

工
事
写
真
８
上
部
ス
ラ
ブ
ス
配
筋
状
況

工
事
写
真
９
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
状
況

工
事
写
真

浄
化
槽
工
事
竣
工
状
況

10

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

6
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

7

(水
勾
配
を
つ
け
る
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕
上
げ
面

浄
化
槽
本
体

マ
ン
ホ
ー
ル
枠

G
.L

.
30
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・
す
べ
て
の
工
事
が
適
切
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
「
市
町
村
が
現

２
－
７

、
(
)
試
運
転
・
調
整
。

場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
に
つ
い
て
」
チ
ェ
ッ

試
運
転
・
調
整

1
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
確
認
す
る
。

竣
工
検
査

・
浄
化
槽
の
内
部
設
備
及
び
ブ
ロ
ワ
、
ポ
ン
プ
等
機
械
設
備
に
つ
い

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

1
て
は
、
試
運
転
を
行
い
、
稼
働
状
況
の
確
認
及
び
調
整
を
行
う
。

漏
水
の
有
無
。

漏
水
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

槽
内
を
満
水
状
態
に
し
た
後
、

時
間
後
の
各
室
の
水
位
を

24
比
べ
、
各
室
の
水
位
差
に
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
か
を
確
認
す

(
)
竣
工
検
査
。

・
試
運
転
調
整
が
完
了
し
た
ら
、
必
ず
所
轄
関
係
官
庁
の
竣
工
検
査

る
（
空
気
調
和
・
衛
生
設
備
工
事
標
準
仕
様
書

2
。

を
受
け
る
。

）
SH

A
SE

-S
01

0-
20

00
・
検
査
時
に
は
、

時
間
前
に
槽
内
に
水
を
満
た
し
て
お
く
。

24

２
－
８

(
)
引
渡
書
類
。

引
き
渡
し

1
管
理
者
（
使
用
者
）
に
、
使
用
上
の
注
意
事
項
や
保
守
点
検
、
法

定
検
査
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

2
浄
化
槽
本
体
の
水

水
平
が
保
た
れ
て
い
る
か
。

水
準
器
、
槽
内
壁
に
示
さ
れ
て
い
る
水
準
目
安
線
、
越
流
ぜ

・
用
意
す
る
説
明
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

平
の
状
況
。

き
及
び
各
室
（
槽
）
の
水
位
、
流
入
管
底
・
放
流
管
底
と
の
水

①
型
式
適
合
認
定
シ
ー
ト
。

位
差
等
に
よ
り
確
認
す
る
。

②
竣
工
図
面
。

③
届
出
書
類
の
写
し
。

(
)
使
用
上
の
注
意
。

④
『
使
用
説
明
書
。

2
』

⑤
『
保
証
書
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

』
3

⑥
登
録
浄
化
槽
管
理
票
票

等
。

接
触
材
等
の
変

嫌
気
ろ
床
槽
の
ろ
材
、
及
び
接
触
ば

①
目
視
に
よ
り
、
接
触
材
及
び
接
触
材
お
さ
え
等
に
変
形
、

B
形
、
破
損
、
固
定
の
っ
気
槽
の
接
触
材
に
変
形
や
破
損
は
な

破
損
は
な
い
か
調
べ
る
。

状
況
。

い
か
。
ま
た
、
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て

②
逆
洗
装
置
を
稼
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
接
触
材
が
動
い
た

い
る
か
。

り
す
る
こ
と
は
な
い
か
を
確
認
す
る
。
可
能
な
ら
ば
、
手
で

(
)
関
係
業
者
へ
の
連
絡
。

新
築
の
場
合
等
で
、
資
料
の
手
渡
し
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ

固
定
の
状
況
を
確
認
す
る
。

3
れ
ら
が
管
理
者
(
使
用
者
)
に
渡
る
よ
う
に
建
築
業
者
、
維
持
管
理
業

者
に
依
頼
す
る
。

(
)
使
用
開
始
報
告
書
の
提
出
。

4
【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

4
ば
っ
気
装
置
、
逆

①
各
装
置
に
、
変
形
や
破
損
は
な
い

①
目
視
に
よ
り
、
送
気
管
や
汚
泥
移
送
管
の
変
形
、
破
損
は

洗
装
置
及
び
汚
泥
移

か
。
ま
た
、
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て

な
い
か
を
調
べ
る
。

送
装
置
の
変
形
、
破

い
る
か
。

②
固
定
に
つ
い
て
は
、
水
面
上
の
配
管
部
分
を
手
で
ゆ
す
る

損
、
固
定
及
び
稼
動

②
空
気
の
出
方
や
水
流
に
、
片
寄
り

な
ど
し
て
調
べ
る
。

の
状
況
。

は
な
い
か
。

③
ば
っ
気
装
置
や
、
逆
洗
装
置
に
あ
っ
て
は
、
実
際
に
稼
動

さ
せ
て
み
て
気
泡
が
均
等
に
出
る
か
ど
う
か
、
ま
た
水
流
に

片
寄
り
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
。

④
バ
ル
ブ
操
作
に
よ
る
送
気
の
切
替
え
を
行
っ
て
、
十
分
な

送
気
が
行
え
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
空
気
の
逃

が
し
バ
ル
ブ
が
あ
る
場
合
は
、
バ
ル
ブ
の
操
作
に
よ
っ
て
、

送
気
量
の
調
節
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

5
消
毒
設
備
の
変

①
消
毒
設
備
に
変
形
や
破
損
は
な
い

①
消
毒
設
備
の
変
形
、
破
損
に
つ
い
て
は
、
目
視
や
実
際
に

形
、
破
損
、
固
定
の

か
。
ま
た
、
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て

取
り
外
し
て
調
べ
て
み
る
。

状
況
。

い
る
か
。

②
薬
剤
筒
が
傾
い
た
ま
ま
固
定
さ
れ
て
い
る
と
、
薬
剤
と
水

②
薬
剤
筒
は
傾
い
て
い
な
い
か
。

と
の
接
触
が
十
分
に
行
え
な
い
の
で
、
薬
剤
筒
の
ス
リ
ッ
ト

を
通
し
て
接
触
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
実
際
に
水

を
流
し
て
み
て
目
視
で
確
認
す
る
。

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

1
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；
【

8

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

2
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

9

検
査
項
目

】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

3
検
査
項
目

】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

10

検
査
項
目

】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

4
検
査
項
目

】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

11

検
査
項
目

】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

5
検
査
項
目

】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

12
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３
．
排
水
設
備
工
事

【
市
町
村
の
施
工
現
場
確
認
事
項
】

【
工
事
確
認
（
提
出
）
写
真
】

【
工
程
（
標
準
】

【
工
事
概
要
】

【
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
】

）
【
検
査
項
目
】

【
検
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

検
査
の
方
法
】

【
【
写
真
の
種
類
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

３
－
１

(
)
管
渠
工
事
の
留
意
事
項

【
工
事
の
基
本
的
な
留
意
事
項
】

配
管
工
事

1
ア
．
流
入
管
渠
及
び
放
流
管
渠

①
流
入
管
及
び
放
流
管
の
勾
配
は
「
管
径
（
㎜
）
分
の
１
」
以
上

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

、
1

と
す
る
こ
と

流
入
管
渠
及
び
放

汚
物
や
排
水
の
停
滞
が
な
い
か
。

管
渠
の
始
点
よ
り
、
水
を
流
し
て
升
等
の
管
内
が
目
視
で
き

②
自
動
車
が
通
る
場
合
は
、
ス
ラ
ブ
打
ち
等
を
行
う
こ
と

流
管
渠
の
勾
配

る
と
こ
ろ
で
確
認
す
る
。

③
や
む
を
得
ず
露
出
配
管
と
す
る
場
合
は
、
外
部
か
ら
の
衝
撃
に

【
参
考
】
①
勾
配
は
、
管
径
の

分
の
以
上
と
す
る
こ

10
0

1
対
す
る
防
護
策
や
耐
候
性
等
を
配
慮
す
る
こ
と

と
（
下
水
道
法
施
行
令
第
条
第
号
）

。
8

5
イ
．
流
入
管
渠
の
配
管
工
事

②
排
水
横
主
管
は
、
凹
凸
が
な
く
、
か
つ
適
切
な

①
原
則
、
各
器
具
か
ら
の
排
水
管
は
、
個
別
に
屋
外
に
出
す
こ
と

勾
配
(

）
で
配
管
す
る
も
の
と
す
る
。

表
－
３

②
配
管
は
最
短
距
離
と
す
る
。
た
だ
し
、
床
下
配
管
は
排
水
管
の

表
－
３

管
径
と
勾
配

の
破
損
の
発
見
及
び
清
掃
が
困
難
に
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
避

け
建
物
の
外
に
配
管
す
る
こ
と

③
生
活
排
水
は
す
べ
て
接
続
す
る
こ
と

④
雨
水
や
工
場
廃
水
等
は
、
接
続
し
な
い
こ
と

⑤
屋
外
（
足
）
洗
い
場
の
排
水
は
、
接
続
し
な
い
こ
と

⑥
既
存
の
配
管
を
利
用
す
る
場
合
は
、
老
朽
化
に
よ
る
破
損
等
が

な
い
か
確
認
す
る
こ
と

⑦
臭
突
口
に
流
入
管
渠
を
接
続
し
な
い
こ
と

ウ
．
放
流
管
渠
の
配
管
工
事

①
放
流
先
は
、
放
流
口
と
放
流
水
路
（
側
溝
）
と
の
水
位
差
が
適

切
に
保
た
れ
、
逆
流
の
お
そ
れ
が
な
い
位
置
と
す
る
こ
と

②
臭
気
対
策
を
講
じ
な
い
場
合
は
、
浄
化
槽
の
放
流
水
を
原
則
と

し
て
雨
水
ま
す
に
接
続
し
な
い
こ
と

③
用
水
路
に
放
流
す
る
場
合
は
、
灌
漑
期
の
水
位
の
上
昇
を
確
認

し
、
逆
流
し
な
い
位
置
に
放
流
口
を
設
け
る
こ
と

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

2
(
)
管
渠
布
設
工
事

放
流
先
の
状
況

放
流
口
と
放
流
水
路
の
水
位
差
が
適
切

2
・
管
渠
の
布
設
工
事
は
、
勾
配
を
正
確
に
保
ち
、
汚
物
や
排
水
の
停

に
保
た
れ
、
逆
流
の
お
そ
れ
は
な
い
【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

滞
が
な
い
よ
う
に
行
う
。

か
。

①
放
流
水
路
の
水
位
上
昇
時
の
痕
跡
を
見
る
、
あ
る
い
は
、

①
管
路
の
掘
削
は
凹
凸
の
無
い
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
根
切
り
し
、
基

聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
水
位
が
最
大
ど
こ
ま
で
上
昇
す

礎
と
な
る
地
盤
を
乱
さ
な
い
こ
と

る
か
を
確
認
す
る
。

②
基
礎
工
（
管
床
部
）
の
床
付
面
は
凹
凸
を
な
く
し
、
管
据
え
付

②
放
流
水
路
の
水
位
は
、
降
雨
や
融
雪
に
よ
り
上
昇
す
る
場

け
面
の
仕
上
げ
は
十
分
な
転
圧
を
行
い
、
所
定
の
勾
配
と
な
る
よ

合
、
か
ん
が
い
期
に
水
路
の
水
位
を
上
昇
さ
せ
る
場
合
等
が

う
に
仕
上
げ
る
こ
と

あ
る
の
で
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
管
渠
の
布
設
は
遣
り
方
に
合
わ
せ
て
、
勾
配
を
正
確
に
保
っ
て

布
設
す
る
こ
と

(
)
升
の
構
造

一
般
的
な
升
の
構
造

３
－
２

1
①
流
入
側
は
す
べ
て
イ
ン
バ
ー
ト
升
と
し
、
雨
水
等
が
入
ら
な
い

升
の
構
造

よ
う
に
密
閉
で
き
る
蓋
と
な
っ
て
い
る
こ
と

②
升
の
大
き
さ
に
つ
い
て
管
渠
の
点
検
や
清
掃
を
容
易
に
行
う
た

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

3
め
、
内
径
又
は
内
の
り

以
上
の
円
形
又
は
角
型
と
し
、
堅

誤
接
合
等
の
有
無

①
生
活
排
水
が
全
て
接
続
さ
れ
て
い

①
台
所
、
便
所
、
洗
濯
、
風
呂
等
の
排
水
口
か
ら
水
を
流
し

15
cm

固
で
耐
久
性
及
び
耐
震
性
の
あ
る
構
造
と
す
る
こ
と

る
か
。

て
み
る
。

（
下
水
道
排
水
設
備
指
針
（

年
版
(
社
)
日
本
下
水
道
協
会
）

②
雨
水
や
工
事
排
水
等
が
流
入
し
て

②
雨
水
、
工
事
配
水
管
を
た
ど
っ
て
み
る
。

19
96

い
な
い
か
。

③
配
管
図
面
と
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

(
)
升
の
設
置
位
置

2
升
の
設
置
場
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
管
路
の
起
点

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

4
②
ト
イ
レ
排
水
の
合
流
点

升
の
位
置
及
び
種
類

起
点
、
屈
曲
点
、
合
流
点
及
び
一
定

①
起

点
各
排
水
が
屋
外
に
出
た
所
に
升
が
設
置
さ
れ
て

③
台
所
排
水
の
合
流
点

間
隔
ご
と
に
適
切
な
升
が
設
置
さ
れ
て

い
る
か
。

④
風
呂
排
水
の
合
流
点

い
る
か
。

②
屈
曲
点

度
以
下
の
屈
曲
点
、
落
差
の
あ
る
所
に
升

45

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
行
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

1
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

1

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
行
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

2
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

2

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
行
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

3
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

3

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
行
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

4
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

4

管
径
[㎜
]

勾
配

65
以
下

最
小

1 
 /5

0
75

, 1
00

最
小

1/
10

0
12

5
最
小

1/
15

0
15

0以
上

最
小

1/
20

0
(空
気
調
和
・
衛
生
設
備
工
事

標
準
仕
様
書

SH
AS

E-
S 

01
0-

20
00
)
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⑤
洗
面
所
等
そ
の
他
の
生
活
排
水
の
合
流
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

⑥
管
路
の
升
と
升
、
ま
た
は
升
と
浄
化
槽
流
入
口
ま
で
の
距
離
が

③
合
流
点

２
系
統
以
上
の
排
水
の
合
流
点
に
、
升
が
設
置

管
径
の

倍
を
超
え
な
い
範
囲
の
維
持
管
理
上
適
切
な
場
所
。

さ
れ
て
い
る
か
。

12
0

⑦
浄
化
槽
の
直
前
及
び
直
後
。

④
間

隔
直
線
部
分
に
お
い
て
も
、
管
き
ょ
の
点
検
や
清

⑧
管
路
の
屈
曲
点
。

掃
が
行
え
る
間
隔
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

⑨
管
路
の
管
種
、
管
径
及
び
勾
配
が
大
き
く
変
化
（
垂
直
）
す
る

【
参

考
】

箇
所
。

ア
．
排
水
管
の
直
線
部
分
で
は
、
排
水
管
の
内
径

倍
を

12
0

⑩
新
設
管
と
既
設
管
の
接
合
箇
所
、
水
の
流
れ
や
維
持
管
理
に
支

超
え
な
い
範
囲
内
に
升
を
設
置
す
る
こ
と
。

障
を
き
た
す
箇
所
。

（
下
水
道
排
水
指
針
（

年
版
(
社
)
日
本
下
水
道
協
会
）

19
89

）
イ
．
市
町
村
の
施
行
基
準
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

(
)
升
の
設
置
工
事
。

・
升
の
設
置
工
事
は
、
升
の
上
端
が
地
面
よ
り
わ
ず
か
に
高
く
、
升

そ
れ
に
従
う
こ
と
。

3
の
周
囲
は
水
は
け
が
良
い
か
、
に
つ
い
て
も
確
認
す
る

⑤
升
の
種
類

流
入
側
の
升
は
全
て
イ
ン
バ
ー
ト
升
と
し
、

雨
水
等
が
入
な
い
よ
う
に
密
閉
で
き
る
蓋
と

な
っ
て
い
る
か
。

(
)
ト
ラ
ッ
プ
。

【
参

考
】

4
ト
ラ
ッ
プ
升
に
つ
い
て
、
浄
化
槽
か
ら
発
生
す
る
臭
気
が
家
屋
内

に
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
導
入
管
き
ょ
に
は
ト
ラ
ッ
プ

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
以
下
の
事
項
に
留
意
す
る
。

ア
．
二
重
ト
ラ
ッ
プ
と
な
ら
な
い
こ
と
（
例
え
ば
、
風
呂
場
の

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

。
排
水
管
に
ト
ラ
ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
屋
外
配
管
の
始
【
検
査
項
目
】

管
の
露
出
等
に
よ
り
変
形
、
破
損
の
【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

5
点
に
設
け
る
升
は
、
ト
ラ
ッ
プ
升
と
し
て
は
な
ら
な
い
）

流
入
管
き
ょ
、
放
お
そ
れ
は
な
い
か
。

配
管
上
部
の
使
用
状
況
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
う
え
で
、
次

。
イ
．
臭
気
、
衛
生
害
虫
等
の
移
動
を
有
効
に
防
止
で
き
る
こ
と
。
流
管
き
ょ
及
び
空
気

の
点
の
確
認
を
行
う
。

ウ
．
汚
物
等
が
沈
殿
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

配
管
の
変
形
、
破
損

①
管
の
上
部
を
人
の
通
行
等
が
あ
る
場
合
は
、
覆
土
が
な
さ

エ
．
容
易
に
清
掃
が
で
き
る
こ
と
。

の
お
そ
れ
。

れ
て
い
る
こ
と
。

（
給
排
水
設
備
技
術
基
準
（
昭
和

年
建
設
省
告
示
第

号
）

【
参

考
】

50
15

97
）

こ
の
場
合
､

以
上
の
覆
土
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

20
cm

（
下
水
道
排
水
設
備
指
針
（

年
版
(
社
)
日
本
下
水
道
協

19
96

会
）
）

②
自
動
車
等
が
通
る
場
合
は
、
ス
ラ
ブ
打
ち
を
行
っ
て
い
る

こ
と
。

③
雨
水
等
に
よ
り
、
土
砂
が
流
入
し
、
管
が
露
出
す
る
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
。

④
や
む
を
得
ず
露
出
配
管
と
し
て
い
る
場
合
は
、
外
部
か
ら

の
衝
撃
に
対
す
る
防
御
策
や
、
耐
候
性
等
が
配
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

(
)
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
。

・
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
で
の
床
下
配
管
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

３
－
３

1
(
排
水
ヘ
ッ
ダ
ー
)

補
助
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
の
条
例
、
指
導
に
よ
る
。

特
殊
な
配
管

各
衛
生
器
具
に
接
続
し
た
排
水
管

【
参

考
】

が
､
床
下
に
設
置
し
た
１
箇
所
の
排
水
・
各
器
具
か
ら
の
排
水
を
、
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
に
集
め
て
屋

升
や
排
水
管
に
集
中
し
て
接
続
さ
れ
､
外
に
排
出
す
る
場
合
は
、
以
下
の
点
に
注
意
し
て
施
工
す
る
こ
と
。

１
本
の
排
水
管
で
屋
外
排
水
設
備
に

①
各
排
水
器
具
か
ら
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
ま
で
の
距
離
は
、

接
続
す
る
方
法
。

可
能
な
限
り
短
く
す
る
と
と
も
に
、
曲
が
り
の
数
も
可
能
な
限
り

少
な
く
す
る
こ
と
。

②
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
の
上
部
に
は
、
室
内
か
ら
設
置
状
況

が
目
視
で
き
る
位
置
に
点
検
口
を
設
け
る
こ
と
。

③
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
は
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
に
行
え
る
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

・
工
事
業
者
が
保
守
点
検
業
者
に
、
配
管
（
流
入
管
き
ょ
）
の
点
検

方
法
に
つ
い
て
、
連
絡
を
と
っ
た
か
を
確
認
す
る
。

検
査
項
目
】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

5
検
査
項
目
】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

5

図
－

床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム

5
(
メ
ー
カ
ー
施
工
手
順
書
）

参
考
写
真
１

床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
施
工
状
況

(
メ
ー
カ
ー
施
工
手
順
書
）
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(
)
床
下
配
管
。

・
床
下
集
合
配
管
シ
ス
テ
ム
以
外
で
の
床
下
配
管
に
つ
い
て
は
、
原

2
則
避
け
る
こ
と
。

(
)
通
気
管
。

・
通
気
管
は
、
ト
ラ
ッ
プ
の
封
水
を
保
護
、
排
水
管
の
流
れ
を
円
滑

3
に
す
る
、
た
ま
は
排
水
管
内
の
空
気
を
換
気
す
る
な
ど
を
目
的
に
設

け
ら
れ
る
。

・
通
気
管
は
す
べ
て
立
て
管
に
む
か
っ
て
上
り
勾
配
と
し
、
い
ず
れ

も
逆
勾
配
や
凹
凸
部
を
つ
く
ら
な
い
。

３
－
４

(
）
ポ
ン
プ
槽
の
構
造
。

①
原
水
(
流
入
)
ポ
ン
プ
槽
は
構
造
基
準
に
示
さ
れ
た
構
造
と
し
、

ポ
ン
プ
槽
工
事

1
ス
ク
リ
ー
ン
、
計
量
装
置
を
備
え
た
構
造
と
す
る
。

浄
化
槽
の
設
置
場
所
や
放
流
先
の
事

②
原
水
(
流
入
)
ポ
ン
プ
の
１
日
当
た
り
の
送
水
容
量
は
、
１
台
ご

情
か
ら
、
ポ
ン
プ
槽
を
設
置
す
る
場
合

と
に
、
日
平
均
汚
水
量
の
概
ね

倍
に
相
当
す
る
容
量
と
す
る
こ
【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

2.
5

6
は
、
設
置
後
の
維
持
管
理
の
容
易
さ
、

と
。

ポ
ン
プ
設
備
（
流

①
ポ
ン
プ
升
に
変
形
や
破
損
は
な
い

①
升
の
変
形
、
破
損
に
つ
い
て
は
､
目
視
等
で
確
認
し
、
ま
た

浄
化
槽
の
機
能
等
に
支
障
を
き
た
さ
な

③
原
水
(
流
入
)
ポ
ン
プ
槽
の
有
効
容
量
は
、
１
台
の
ポ
ン
プ
で
移
入
ポ
ン
プ
及
び
放
流

か
。
ま
た
、
漏
水
の
お
そ
れ
は
な
い

漏
水
に
つ
い
て
は
、
升
の
底
板
や
、
壁
面
の
接
合
部
等
か
ら

い
た
め
、
原
則
、
原
水
(
流
入
)
ポ
ン
プ

送
し
た
場
合
に
、
汚
水
が
あ
ふ
れ
出
な
い
容
量
と
す
る
こ
と
。

ポ
ン
プ
）
の
設
置
、

か
。

漏
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
本
体
と
同
様
に
、
水
張
り
を

槽
の
設
置
は
避
け
、
放
流
ポ
ン
プ
槽
を

④
放
流
ポ
ン
プ
槽
の
ポ
ン
プ
は
、
２
台
自
動
交
互
運
転
、
非
常
時
稼
動
状
況
。

②
ポ
ン
プ
が
２
台
以
上
設
置
さ
れ
て

行
っ
た
後
、

時
間
後
の
水
位
と
の
比
較
を
行
う
。

24
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

２
台
同
時
運
転
、
着
脱
が
可
能
と
す
る
。

い
る
か
。

②
ポ
ン
プ
は
通
常
台
稼
動
で
､
も
う
台
は
予
備
と
な
る
が
､

1
1

⑤
ポ
ン
プ
は
２
台
以
上
（
２
台
自
動
交
互
運
転
、
非
常
時
２
台
同

③
設
計
ど
お
り
の
能
力
の
ポ
ン
プ
が

予
備
の
ポ
ン
プ
を
設
け
て
お
か
な
い
と
故
障
時
や
異
常
に
大

時
運
転
、
着
脱
が
可
能
）
備
え
、
閉
塞
を
生
じ
が
た
い
構
造
と
す

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

量
の
汚
水
が
流
入
し
た
と
き
に
対
応
で
き
な
い
た
め
２
台
以

る
こ
と
。

④
ポ
ン
プ
の
固
定
が
十
分
行
わ
れ
て

上
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
２
台
は
、
同
一
能
力
と

⑥
ポ
ン
プ
配
管
に
は
、
必
ず
逆
止
弁
を
設
け
る
こ
と
。

い
る
か
。
ま
た
、
取
は
ず
し
が
可
能

し
、
普
段
か
ら
自
動
的
に
交
互
運
転
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し

⑦
槽
内
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
る
等
の
槽
内
結
線
は
し
な
い
こ
と
｡

か
。

い
。

⑧
ア
ー
ス
は
必
ず
接
地
す
る
こ
と
。

⑤
ポ
ン
プ
の
位
置
や
配
管
が
、
レ
ベ

③
ポ
ン
プ
の
能
力
や
、
ポ
ン
プ
升
の
内
容
量
が
、
設
計
図
書

ル
ス
イ
ッ
チ
の
稼
動
を
妨
げ
る
お
そ

と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

れ
は
な
い
か
。

④
ポ
ン
プ
は
､
固
定
が
十
分
で
な
い
と
、
起
動
時
や
停
止
時
に

設
置
位
置
が
動
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
パ
イ
プ

等
で
固
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

⑤
特
に
原
水
ポ
ン
プ
で
は
、
固
形
物
等
に
よ
り
、
目
づ
ま
り

を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
保
守
点
検
時
に
ポ
ン
プ
を

引
き
上
げ
て
、
ご
み
等
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
取
り
外
し
が
容
易
に
行
え
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

⑥
ポ
ン
プ
升
の
平
面
積
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
フ
ロ
ー
ト
式

ス
イ
ッ
チ
を
用
い
る
と
､
フ
ロ
ー
ト
が
配
管
等
に
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
い
、
ポ
ン
プ
の
誤
作
動
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ポ
ン
プ
を
作
動
さ
せ
て
み
て
、
フ
ロ
ー
ト
式
ス
イ

ッ
チ
が
正
し
く
作
動
で
き
る
状
況
に
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
。
正
し
く
作
動
で
き
な
い
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
電
極

棒
式
の
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
査
項
目

】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

6
検
査
項
目

】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

13

(
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書
）

図
－

放
流
ポ
ン
プ
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
設
定
水
位

6
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４
．
ブ
ロ
ワ
の
設
置
工
事

【
市
町
村
の
施
工
現
場
確
認
事
項
】

【
工
事
確
認
（
提
出
）
写
真
】

【
工
程
（
標
準
】

【
工

事
概

要
】

【
工

事
の

ポ
イ

ン
ト
】

）
【
検
査
項
目
】

【
検
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

検
査
の
方
法
】

【
【
写
真
の
種
類
】

【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

４
－
１

(
)
電

源
。

・
浄
化
槽
専
用
の
電
源
を
設
け
る
こ
と
。

電
気
工
事

1
・
電
源
は

で
、
ブ
ロ
ワ
に
近
い
建
物
外
壁
に
カ
バ
ー
付
屋
外

10
0V

防
水
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
る
。

【
検
査
項
目
】

【
検
査
ポ
イ
ン
ト
】

【
確
認
の
方
法
及
び
内
容
】

7
・
電
源
に
は
、
専
用
ま
た
は
共
用
の
漏
電
遮
断
器
を
設
け
る
。

ブ
ロ
ワ
ー
の
設
①
防
振
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

①
ブ
ロ
ワ
に
防
振
ゴ
ム
等
が
、
し
っ
か
り
は
め
込
ま
れ
て
い

置
、
稼
働
状
況
。

②
固
定
が
十
分
行
わ
れ
て
い
る
か
。

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
建
物
の
土
台
と
縁
切
り
さ
れ
た

(
)
電
気
工
事
。

・
電
気
工
事
は
専
門
業
者
(
有
資
格
者
)
に
依
頼
す
る
こ
と
。

③
ア
ー
ス
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

土
台
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

2
④
漏
電
の
お
そ
れ
は
な
い
か
。

固
定
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
振
動
に
よ
っ
て
、
ブ

(
)
電
源
ケ
ー
ブ
ル
。

・
ブ
ロ
ワ
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
は
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
ま
で
の
途
中
、
建

ロ
ワ
が
動
い
て
し
ま
い
、
送
気
管
等
の
変
形
の
原
因
と
な
る

3
物
外
壁
等
に
固
定
し
な
い
こ
と
。

お
そ
れ
を
生
ず
る
。

②
ブ
ロ
ワ
は
、
一
般
に
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
風

(
)
ア
ー
ス
工
事
。

・
ブ
ロ
ワ
と
電
源
が
離
れ
て
い
る
場
合
は
、
固
定
保
護
、
地
中
埋
設

雨
等
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
万
一
の
漏
電
に
備
え
て
、
ア
ー

4
工
事
と
す
る
。

ス
を
必
ず
行
う
。
ま
た
、
電
源
は
、
防
水
型
の
ス
イ
ッ
チ
差

し
込
み
コ
ン
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

・
種
設
置
工
事
を
行
う
。
(
ア
ー
ス
不
要
の
ブ
ロ
ワ
有
り
）

D

４
－
２

(
)
ブ
ロ
ワ
の
設
置
場
所
選
定
。

①
ブ
ロ
ワ
は
、
保
守
点
検
が
容
易
に
行
え
る
場
所
。

設
置
場
所

1
②
ブ
ロ
ワ
は
、
日
陰
で
風
通
し
が
良
く
、
雨
水
が
か
か
ら
な
い
及

び
積
雪
と
な
ら
な
い
場
所
。

③
ブ
ロ
ワ
は
、
運
転
音
及
び
振
動
を
考
慮
し
、
寝
室
及
び
居
間
等

か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
た
場
所
。

④
ブ
ロ
ワ
は
、
冠
水
の
お
そ
れ
の
な
い
場
所
。

(
注
)
海
岸
の
近
く
で
、
砂
や
塩
に
よ
る
障
害
が
考
え
ら
れ
る
場
合

1
は
、
そ
の
対
策
を
行
う
こ
と
。

(
注
)
積
雪
対
策
で
、
ブ
ロ
ワ
を
高
い
位
置
に
設
置
す
る
場
合
は
、

2
吐
出
量
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
す
る
こ
と
。

【
工
事
写
真

】
【
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
】

４
－
３

12
(
)
基

礎
。

・
ブ
ロ
ワ
据
付
基
礎

ブ
ロ
ワ
の
設
置
状

ブ
ロ
ワ
の
設
置
場
所
等
が
、
適
正
に

ブ
ロ
ワ
、
屋
外
用
コ
ン
セ
ン
ト
、
ア
ー
ス
工
事
及
び
送
気
管

据
付
工
事

1
①
ブ
ロ
ワ
を
据
え
付
け
る
基
礎
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
し
、
ブ
況
を
示
す
写
真
。

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

と
ブ
ロ
ワ
の
接
続
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
写
す
。

ロ
ワ
自
体
の
重
量
や
振
動
に
耐
え
る
も
の
。

②
ブ
ロ
ワ
の
基
礎
は
、
振
動
が
直
接
建
築
物
（
家
屋
）
に
伝
わ
ら

な
い
よ
う
、
建
築
物
の
基
礎
か
ら
離
す
こ
と
。

③
基
礎
は
、
地
盤
(
)
よ
り

㎝
以
上
高
く
し
、
ブ
ロ
ワ
の
外

G
L

10
寸
よ
り
大
き
く
す
る
。

(
)
据

付
。

・
ブ
ロ
ワ
の
据
付
工
事
は
、
配
管
方
向
を
確
認
し
、
送
気
管
の
接
続

2
を
行
う
。

(
)
空
気
配
管
工
事
。

①
送
気
管
の
距
離
は
で
き
る
だ
け
短
い
場
所
と
す
る
。

４
－
４

1
②
配
管
長
さ
が

以
内
、
曲
が
り
は
箇
所
以
内
と
す
る
。

空
気
配
管

10
m

5
③
ば
っ
気
用
と
逆
洗
用
と
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
接
続
を
間

違
わ
な
い
こ
と

検
査
項
目

】
市
町
村
が
施
工
の
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

工
事
施
工
監
督
；【

7
検
査
項
目

】
市
町
村
の
現
場
確
認
に
代
え
、
浄
化
槽
工
事
業
者
か
ら
提
出
す
る
事
項

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
；【

14

工
事
写
真

ブ
ロ
ワ
設
置
工
事

11

防
雨
型
コ
ン
セ
ン
ト

ブ
ロ
ワ

漏
電
遮
断
器

（
Ｅ
Ｌ
Ｂ
）

ア
ー
ス
棒

G
.
L

3
0㎝
以
上

Ｊ
Ｉ
Ｓ

図
－
７
電
気
配
線
工
事
例 ）

（
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書

図
－
８
ブ
ロ
ワ
設
置
工
事
例 ）

（
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書

ブ
ロ
ワ

接
続
ホ
ー
ス
ホ
ー
ス
バ
ン
ド

空
気
配
管

(
車
が
通
る
場
合

は
1
5
c
m
以
上
)

G
.L

10
cm
以
上
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５
．
特
殊
工
事

【
工
程
（
標
準
】

【
工

事
概

要
】

【
工

事
の

ポ
イ

ン
ト
】

【
工

事
例
】

）

５
－
１

(
)
ピ
ッ
ト
工
事
の
採
用
。

浄
化
槽
本
体
開
口
部
を
立
ち
立
ち
上
げ
る
場
合
は
、
か
さ
上
げ
の

ピ
ッ
ト
工
事

1
高
さ
は

以
内
と
す
る
が
、
こ
れ
を
超
え
る
場
合
や
寒
冷
地
に

イ
ラ
ス
ト

30
cm

お
い
て
、
槽
の
水
面
を
凍
結
深
度
以
下
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
場

ピ
ッ
ト
工
事
例
１

合
、
流
入
管
底
が
深
く
な
り
浄
化
槽
本
体
を
深
埋
め
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
場
合
は
、
土
圧
対
策
や
配
管
上
の
配
慮
か
ら
ピ
ッ
ト
を
設

け
る
。
な
お
、
か
さ
上
げ
工
事
は
２
－
４
据
付
工
事
(
)
か
さ
上
げ
工

3
事
を
参
照
の
こ
と
。

(
)
ピ
ッ
ト
の
構
造
。

①
ピ
ッ
ト
内
は
十
分
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
。

2
②
土
圧
等
外
部
の
圧
力
が
槽
に
直
接
か
か
ら
な
い
設
計
と
す
る
こ

と
。

③
ピ
ッ
ト
工
事
は
一
切
の
か
さ
上
げ
を
し
な
い
こ
と
。

④
ピ
ッ
ト
内
部
は
雨
水
を
排
水
し
や
す
く
適
当
な
勾
配
を
と
り
、

ド
レ
ン
を
放
流
側
の
升
等
に
接
続
す
る
こ
と

⑤
ピ
ッ
ト
が
深
い
場
合
は
、
は
し
ご
（
タ
ラ
ッ
プ
）
を
取
り
付
け

る
こ
と
。

⑥
上
屋
式
や
地
下
二
重
ス
ラ
ブ
式
等
槽
を
完
全
に
囲
む
場
合
は
、

維
持
管
理
が
容
易
に
行
え
る
こ
と
、
か
つ
、
換
気
が
十
分
行
え
る

と
と
も
に
、
必
要
な
照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

⑦
ピ
ッ
ト
上
部
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
１
人
で
容
易
に
開

閉
で
き
る
大
き
さ
及
び
重
量
と
す
る
こ
と
。

⑧
ピ
ッ
ト
上
部
は
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ト
又
は
フ
ェ
ン
ス
（
防

護
柵
）
を
設
け
、
転
落
防
止
策
を
講
ず
る
こ
と
。

５
－
２

(
)
浄
化
槽
上
部
の
荷
重
。

浄
化
槽
上
部
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合
や
、
浄
化
槽
上
部

大
き
な
荷
重
が

1 （
駐
車
場
仕
様
）

を
車
両
が
通
る
場
合
は
、
浄
化
槽
に
荷
重
が
か
ら
な
い
よ
う
、
周
囲

か
か
る
場
合
の

に
上
部
荷
重
を
受
け
る
た
め
の
補
強
工
事
が
必
要
と
な
る
。

工
事

な
お
、
積
雪
に
よ
る
荷
重
を
受
け
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

①
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
開
口
補
強
筋
を
必
ず
入
れ

る
こ
と
。

②
浄
化
槽
の
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
、
車
庫
部
の
土
間
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
同
時
に
打
設
し
、
一
体
化
す
る
こ
と
。

③
浄
化
槽
工
事
と
車
庫
工
事
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
浄
化
槽

の
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
の
鉄
筋
を
施
工
し
て
、
車
庫
工

事
に
て
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
こ
と
。

④
上
部
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
鉄
筋
と
、
車
庫
用
土
間
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
鉄
筋
を
必
ず
ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
。

図
－
０

駐
車
場
仕
様
工
事
例

1
(
支
柱
４
本
工
事
例
≒

㎏
輪
以
下
)

50
0

/1
(
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書
)

(
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書
)

図
－
９

ピ
ッ
ト
工
事
例

中
間
ス
ラ
ブ

ピ
ッ
ト

マ
ン
ホ
ー
ル
枠

チ
ェ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ト

排
水
マ
ス
へ

ド
レ
イ
ン
パ
イ
プ

ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

砕
石Ｇ
.Ｌ

30

よ
う
壁

G
.
L

配
管
は
、
凍
結
深
度
以
下
に

な
る
よ
う
埋
設
し
て
下
さ
い
。

4
5
°

4
5
°

屋
根

良
好

良
好

不
良

150 150 100

ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

砕
石

ス
ラ
ブ 支
柱
4
-φ
20
0

Ｌ
１

30
0

3
0
0

Ｌ

嵩
上
げ
高
さ
1
7
0～
3
0
0

(
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書
)

図
－
２

駐
車
場
仕
様
工
事
例

1

図
－
１

積
雪
荷
重
対
策
仕
様
工
事
例

1
(
メ
ー
カ
ー
施
工
要
領
書
)
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(
)
浄
化
槽
側
面
の
荷
重
。

・
設
置
す
る
場
所
が
広
く
と
れ
る
場
合
は
、
浄
化
槽
を
崖
・
道
路
・

2
建
築
物
等
の
荷
重
の
か
か
る
場
所
か
ら
離
し
て
設
置
す
る
こ
と
。

・
設
置
場
所
が
建
築
物
等
の
荷
重
が
か
か
る
場
合
は
、
擁
壁
を
設
け

る
こ
と
。

５
－
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(
)
浮
上
防
止
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
方
・
本
体
の
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
槽
の

浮
上
防
止
工
事

1
法
(
根
巻
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
。

浮
上
を
防
止
す
る
。

(
)
浮
上
防
止
金
具
施
工
方
法

・
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
本
体
を
直
結
し
、
槽
本
体
の
浮
上
を

2
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
本
体

防
止
す
る
。

と
を
金
具
で
接
続
。

①
基
礎
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
鉄
筋
に
フ
ッ
ク
を
設
け
る
ま
た
は

金
具
を
鉄
筋
に
接
す
る
。

②
フ
ラ
ン
ジ
部
の
吊
り
金
具
を
逆
に
取
り
付
け
る
。

③
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
等
で
連
結
す
る
。

５
－
４

①
臭
突
管
の
立
ち
上
げ
位
置
は
、
近
所
の
建
物
の
窓
の
位
置
を
配

そ
の
他

(
)
臭
突
配
管
工
事
。

1
慮
し
て
決
め
る
こ
と
。

②
横
引
き
管
は
で
き
る
だ
け
短
く
し
、
浄
化
槽
に
向
か
っ
て
下
り

勾
配
す
る
こ
と
。

③
立
ち
上
げ
高
さ
は
、
建
物
の
軒
下
よ
り
１
以
上
高
く
す
る
こ

m
と
。

④
立
ち
上
げ
管
は
、
風
な
ど
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
こ
と

(
)
給
水
栓
。

・
浄
化
槽
の
近
く
に
給
水
栓
が
無
い
場
合
は
、
維
持
管
理
用
の
給
水

2
栓
を
も
う
け
る
こ
と
。
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チェックリスト

欄

上記のとおり確認したことを証します。

平成　　年　　月　　日

担当浄化槽設備士氏名 印

（浄化槽設備士免状の交付番号　　　　　　　　　　　）

ポンプが２台以上設置されているか。

設計どおりの能力のポンプが設置されているか。

ポンプの固定が十分行われているか。

ポンプの取りはずしが可能か。

ポンプの位置や配管がレベルスイッチの稼働を

妨げるおそれはないか。

１４．ブロワの設置、稼働状況 防振対策がなされているか。

固定が十分行われているか。

アースはなされているか。

漏電のおそれはないか。

　装置の変形、破損、固定及び稼動の状況

１３．ポンプ設置(流入ポンプ及び放流ポンプ)

　　の設置、稼動状況

ポンプ升に変形や破損はないか。

ポンプ升に漏水のおそれはないか。

薬剤筒は傾いていないか。

しっかり固定されているか。

空気の出方や水流に片寄りはないか。

１２．消毒設備の変形、破損、固定の状況 消毒設備に変形や破損はないか。

しっかり固定されているか。

１０．接触材等の変形、破損、固定の状況 嫌気ろ床槽のろ材及び接触ばっ気槽の接触材に

変形や破損はないか。

しっかり固定されているか。

１１．ばっ気装置、逆洗装置及び汚泥移送 各装置に変形や破損はないか。

　　の状況

８．漏水の有無 漏水が生じていないか。

９．浄化槽本体の水平の状況 水平が保たれているか。

いないか。

保守点検、清掃の支障となるものが置かれてい

ないか。

コンクリートスラブが打たれているか。

６．かさ上げの状況 バルブの操作などの維持管理を容易に行うこと

ができるか。

７．浄化槽本体の上部及びその周辺 保守点検、清掃を行いにくい場所に設置されて

　 の変形、破損のおそれ

管の露出等により変形、破損のおそれはないか。

雨水や工場排水等が流入していないか。

４．升の位置及び種類 起点、屈曲点、合流点及び一定間隔ごとに適切

な升が設置されているか。

検査項目 チェックポイント

１．流入管渠及び放流管渠勾配 汚物や汚水の停滞がないか。

５．流入管渠、放流管渠及び空気配管

２．放流先の状況 放流口と放流水路の水位差が適切に保たれ、逆流

のおそれはないか。

３．誤接合等の有無 生活排水が全て接続されているか。
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浄化槽の人槽算定基準

○　建築物の用途別による屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準

（ＪＩＳ　Ａ　３３０２－２０００）

－抜粋－

○　「建築物の用途別による屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準」

における建築用途の類似例一覧表

－抜粋－

① 浴室及び台所が２つ以上ある住宅は、実際
　　にもほぼ独立した生活が送られていること
　　から、処理対象人員は10人とする。ただし、
　　実情に応じて減ずることができる。

２世帯住宅

住宅

① 同一棟の物置、納屋及び別棟の離れは
　　床面積に参入する。

② 別棟の建物が便所等のない農業用倉庫
　  である等、人員の利用が明らかにない場合は、
　  床面積から除外することができる。

建　築　用　途　の　類　似　例ＪＩＳ　Ａ　3302-2000

建築用途 類似建築用途

住
宅

Ａ≦１３０㎡の場合

１３０㎡＜Ａの場合

ｎ＝５

ｎ＝７

　 左記の建築用途、類似建築用途を
摘要する場合の付記・注意事項

建築用途
算　定　式 算　定　単　位

処　理　対　象　人　員

ｎ　：　人員（人）

　　　Ａ　：　延べ面積（㎡）
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具体例

1 同一敷地内 （１筆） に、親夫婦と息子夫婦が別々の建物に住んでいる。

（１）　風呂・台所・便所がそれぞれの建物にある場合。

（２） 風呂・台所・便所がそれぞれの建物にない場合。

２ 同一敷地内 （１筆） に、親夫婦と息子夫婦が１つの建物に住んでいる。

（１）　風呂・便所が１カ所、台所が２カ所で、離れに風呂・便所がある場合。

風呂

台所

便所

１３５㎡

風呂

台所

便所

１３５㎡

７人槽　　２基

風呂

台所 １３５㎡ 台所 １３５㎡

風呂・便所

１０人槽　　１基

便所

７人槽　　１基

風呂・台所・便所
１３５㎡

台所
１３５㎡

－26－



（２） 台所が２カ所で、離れに風呂・便所がある場合。

３ 同一敷地内 （１筆） に、親夫婦、長男夫婦、次男夫婦が別々の建物に住んでいる。

（１） 台所はそれぞれの建物にあるが、風呂・便所が２つの建物しかない場合。

（２） 風呂・台所・便所がそれぞれの建物にある場合。

１３５㎡

便所 便所

風呂

台所

便所

１３５㎡

台所
１３５㎡

台所
１３５㎡

風呂・便所

７人槽　　１基

風呂

１３５㎡

風呂

７人槽　　２基

台所　１３５㎡

便所

台所

風呂 風呂

台所 １３５㎡ 台所

台所

便所

１３５㎡

７人槽　　３基
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浄化槽の製造

○ 浄化槽の製造に関する諸制度

登録浄化槽（任意　：　処理対象人員１０人以下）

構造方法型の構造・仕様については、昭和５５年建設省告示第1292号に例示されている。

性能評価型は、建築基準法第６８条の２６第１項に基づき、同法施行令第３５条第１項の規定

に適合するものとして大臣認定（構造方法等の認定）を受けなければならないとされている。

性能評価（必須）

大臣認定（必須）

型式適合認定（任意）

型式部材等製造者の認証（任意）

型式認定（必須）

構造方法型 性能評価型

浄化槽の諸制度については以下のとおりである。

浄化槽（工場生産品）

浄化槽は、建築基準法第３１条第２項により国土交通大臣が定めた構造方法（以下「構造

方法型」という。）または国土交通大臣の認定（以下「性能評価型」という。）を受けた

ものに限るとされている。

また、浄化槽法第１３条第１項においては、工場で生産される浄化槽の型式の認定につい

て定められている。
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型式認定

○ 型式認定の概要

○ 型式認定番号

各地方整備局等において、下記の要領で認定番号が付される。

基本形式 ８ － ０７ － １Ｅ － ○○○－○

↓ ↓ ↓ ↓

告示区分　－抜粋－

認定番号は、基本型式では番号まで、類似型式には番号に枝番が付される。

１Ｄ

１Ｅ

１Ｆ

Ｈ

分離接触ばっ気

嫌気ろ床接触ばっ気

脱窒ろ床接触ばっ気

大臣認定書に記載
されている処理方式

第１の一合併

第１の二合併

第１の三合併

なし

認定番号記号処理方式告示区分

工場で製造された浄化槽は、すべて型式認定の対象となる。

浄化槽法の第４章に浄化槽の型式に関する規定が定められており、

年
告示
区分

番
号

各地方整備局
等番号
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全浄協の登録制度

○ はじめに

（１） 用語の定義

① 構造方法型　：　

② 性能評価型　：

浄化槽。

（２） 国庫補助指針の概要

①

②

③

（３） 登録対象浄化槽

とする。ただし、適用範囲は、当面、処理対象人員10人槽以下の浄化槽に限る。

全浄協の登録制度は、市町村が国庫補助事業として、浄化槽を設置する場合には、

建築基準法第３１条第２項の規定に基づき、昭和５５年建設省

全浄協において審査し、適合している浄化槽を登録する制度である。登録浄化槽で

あれば、会員市町村が安心して設置整備できる体制をつくり、会員市町村における

浄化槽整備事業等の、円滑な実施を支援しようとするものである。この登録制度

では、対象となる浄化槽が、より確実に所期の性能を発揮すると共に、維持管理が

環境省の定める国庫補助指針（以下、「指針」という。）に適合する浄化槽を設置する

必要があることから、この指針に適合しているかどうかについて、市町村に代わって

容易かつ確実に実施されるために必要な事項についての審査項目、及び審査基準

を規定している。以下に、その概要を示す。

告示１２９２号屎尿浄化槽の構造を定める件の規定に適合する

浄化槽。

より確実に所期の性能を発揮すること。

維持管理が容易かつ確実に実施されること。

製造される浄化槽は、品質管理を確実に行い、製品ごとの形状・寸法等に差が

生じることのないようにすること。

登録の対象とする浄化槽は、処理対象人員50人槽以下の型式認定を受けた浄化槽

整備事業における国庫補助指針」では、国が助成する合併処理浄化槽設置整備事業

により設置される浄化槽の具備すべき条件として、次の3条件が示されている。

建築基準法第６８条の２６第１項（同法第８８条第１項において

準用する場合を含む。）の規定に基づき、同法施行令第３５条

第１項の規定に適合するもので、国土交通大臣の認定を受けた

平成4年10月30日付けの浄化槽対策室長通知で示された「合併処理浄化槽設置
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浄化槽工事業者

○ 浄化槽の設置工事を行うことができる業者

・ 登録業者

浄化槽法第２１条により、県知事の登録を受けている業者。

・ 届出業者（建設業者に関する特例）

浄化槽法第３３条の規定により、建設業法に掲げる土木工事業、建築工事業

又は管工事業の許可を受けているもので、浄化槽工事を営むものがその旨を

県知事に届出している業者。

※ 登録及び届出に関する業務は土木部建設管理課で行っています。

○ 浄化槽工事業者の確認

・ 高知県ホ－ムペ－ジの　土木部  →　各課室別　→　建設管理課　→

建設業 ● 浄化槽工事業等 ▽浄化槽工事業者一覧

▽特例浄化槽工事業者一覧 で確認できます。

※　一覧は随時更新をしていません。

○ 浄化槽工事業は建設業法に該当する

・ 建設業法の管工事の中の浄化槽工事（第４欄）に該当する。

○ 建設業法　第２２条　一括下請負の禁止について

・ 民間工事の場合元請負人があらかじめ発注者から一括下請負に付する

ことについて、書面による承諾を得ている場合は、一括下請負の例外と

されている。
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工 事 請 負 契 約 書 モ デ ル 

第 1 条 発注者        （以下「甲」という。）及び浄化槽工事業者        （以下「乙」

という。）は、       合併処理浄化槽設置整備事業補助金の交付を受けて甲が行う合併処理浄化

槽の設備工事に関し、対等な立場でこの契約を締結し、信義を守り誠実にこれを履行する。 

第 2 条 この契約は、次に掲げる工事に適用される。 

  工事の場所   

  工事の期間    年 月 日～ 年 月 日 

  設置する浄化槽 

浄化槽法（昭和 58年法律第 43号）第 4条第 2項の規定による構造基準に適合し、かつ、生

物化学的酸素要求量（以下「BOD」という。）除去率 90％以上・放流水の BODが 20mg/ℓ（日間平

均値）以下の機能を有するところの、別添する図面及び仕様書に係る合併処理浄化槽 

工事の請負代金及び支払方法 

金額         円 

  支払方法 1現金 2その他（  ） 

第 3 条 乙はこの契約と添付の図面及び仕様書に基づき、前条の期間内に工事を完成して契約の目的物を

甲に引き渡すものとし、甲は、引渡しと引き換えにその請負代金全額の支払いを完了する。 

第 4 条 乙はこの契約に係る工事を、浄化槽法第 29条第 3項に従い浄化槽設備士        に実

地に監督させ、又は自ら浄化槽設備士の資格を有して、工事を実地に監督しなければならない。 

第 5 条 甲及び乙はこの契約によって生じる権利又は義務を、第三者に譲渡又は承継させてはならない。

但し、相手方の承諾を得た場合は、この限りでない。 

第 6 条 乙は、この契約の履行について、工事の全部又は大部分を一括して第三者に委任し、又は請け負

わせてはならない。但し、予め甲の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 

第 7 条 乙は、浄化槽法第 4条第 3項の規定による浄化槽工事の技術上の基準及び      が定める

工事の基準に従って工事を行わなければならない。 

第 8 条 甲は、やむを得ない場合には、工事内容を変更し、又は工事着手を延期し、若しくは工事を一時

中止することを求めることができる。この場合において、請負代金額又は工期を変更する必要があると

きは、甲乙協議して定めるものとする。 

2  本条による変更、延期、又は中止による損害は乙の責に帰すべき場合を除き、甲が負担する。  

第 9条 乙は、乙の責に帰することができない事由により工期内に工事を完成することができないときは、

甲に対して、遅滞なく、この事由を明示して工期の延長を求めることができる。この場合、その延長日

数は、甲乙協議して定める。 

第 10条 工事の完成引渡しまでに工事目的物その他工事施工について生じた損害は、乙の負担とする。但

し、その損害のうち甲の責に帰すべき事由に生じたものは、甲の負担とする。 

第 11条 乙は、工事のため第三者に損害を及ぼしたときは、その賠償の責を負う。但し、甲の責に帰すべ

き事由による場合は、甲がその責を負うものとする。 

第 12条 乙は、      が定める             補助金交付要綱に基づき、所定の期間

内に所定の書類及び写真を、甲に提出しなければならない。 

第 13条 甲は、工事が本契約の規定又は第 7条に定める基準に敵合しないと認めるときは、乙に対し、相

当の期限を定めてその瑕疵の補修を請求することができる。 

2  甲は、浄化槽法第 7条の規定により、水質に関する検査を受け、その検査の結果、浄化槽の工事につ
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いて改善の指摘を受けた場合は、乙に対し、相当の期限を定めてその瑕疵の補修を請求し、又は補修に

代わる損害賠償を請求することができる。 

3 前項に定める請求は、浄化槽の工事についての改善の指摘が甲の責に帰すべき事由に基づくものであ

る場合には、することができない。 

第 14条 瑕疵の補修又は損害賠償請求権の行使は、引渡し後 5年以内に行わなければならない。 

第 15条 次の各号の一に該当するときは、甲又は乙は催告その他何等の手続を要せずこの契約を解除する

ことができる。 

(1) 浄化槽の設置等の届出その他の必要な手続きが受理されず、又は認められないとき。 

(2) 工事用地につき、工事施工が著しく困難と判断される瑕疵が発見されたとき。 

2 前項により、この契約が解除された場合は、乙はこの契約の履行のために乙において要した費用及び

乙において甲のために既に支出した立替金を甲に請求することができる。 

第 16条 甲は乙が工事を完成するまでは、乙の損害を賠償して、この契約を解除することができる。 

2  甲は乙の契約違反によりこの契約の目的を達することができなくなったと認めるときは、催告その他

何等の手段を要せず、この契約を解除することができる。この場合、甲は甲の被った損害の賠償を乙に

請求することができる。 

第 17条 次の各号の一に該当するときは、乙は催告その他何等の手続きを要せず、この契約を解除するこ

とができる。 

(1) 第 8 条に基づき、工事が一時中止され又は甲の責に帰すべき事由により着工期日が延期された場

合に、工事の一時中止又は着工期日の延期の状態が 10日以上継続したとき。 

(2) 甲が請負代金を所定の期日に支払わなかったとき又は請負代金の支払能力を欠くことが明らかに

なったとき。 

(3) 甲がこの契約に違反し、その結果、この契約を履行できなくなったと乙が認めたとき。 

2  前項によってこの契約が解除された場合は、甲は乙の損害を賠償するものとする。 

第 18条 乙の責に帰すべき事由により、標記引渡期日（工期が変更された場合は、変更後の工期に基づい

て定められる引渡期日）までに工事の目的物を引き渡すことができない場合は、甲は遅延日数 1日につき、

請負代金総額の   分の 1の違約金を請求することができる。 

2  甲がこの契約に基づいて、乙に支払うべき金額を所定の期日までに支払わないときは、甲は該当金額

につき、支払期日の翌日から支払完了の日まで日歩  銭の割合による遅延損害金を乙に支払うものと

する。 

第 19条 この契約書に定めのない事項については、必要に応じて、甲乙協議の上定めることとする。 

以上の契約の証として、本書 2通を作成し、当事者記名捺印の上各自 1通を保有する。 

年  月  日 

甲 注文者 住所 

氏名 印 

乙 請負者 住所 

氏名 印 

(浄化槽工事業登録番号 

又は届出番号    ) 
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平成　 年　 月　 日

設置者氏名

住所・氏名

又は名称 　　　　　　　　　印

電話

見積額

出来高額 ￥　　　　　　　　　　　　　円

工事場所

工期　　　　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日　まで

見積有効期間　　　平成　　　年　　　月　　　日　まで

（単位　：　円）

数量 単位 単価 金額 摘要

基礎工事 掘削

砕石基礎

捨てコン又は空練モルタル

型枠

鉄筋

生コンクリート

底版コンクリート（既製品）

残土処理

左官工事

据付工事 据付

埋戻

配管工事 配管

インバート升取付

トラップ升取付

上部スラブ 砕石基礎

工事 型枠

鉄筋

生コンクリート

左官工事

※　記載上の注意 １．見積書又は出来高の該当する方を○で囲んでください。

２．該当欄がない場合は、空欄に追加記載してください。

３．本契約に含まれる項目のみ記載してください。

浄化槽工事費　見積　・　出来高　明細書

小計

消費税

合計

工事の名称・種類

諸経費

工事業者

様

直接工事費計

浄　化　槽　本　体

（名称　　　　　　　　　　　　　　　　　）

支柱工事

ポンプ工事

ブロワ工事（配管含む）
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浄化槽保守点検・清掃委託契約書（モデル） 

契約の内容 保守点検 清 掃  （該当する内容を○で囲む） 

型式及び人槽 型式 （ 人槽） 

設置場所 

設置場所の名称 電話 

保守点検費用 円／回 回／年 円／年 

清掃費用 円／回 回／年 円／年 

委託料金の合計 

円（消費税      ） 

（ただし、改造、修理など特別な事情による作業については本料金

には含まれない。） 

委託期間 平成  年  月  日～平成  年  月  日 

作業内容 浄化槽法第８条または第９条の技術上の基準による 

浄化槽の維持管理について、委託者（以下「甲」という。）及び維持管理業者（以

下「乙」という。）は次のとおり委託業務を契約する。 

（信義誠実の義務） 

第１条 乙は、義務を行うにあたっては、甲の指示に従い、浄化槽法（以下「法」

という。）その他の関係法令を遵守し、誠実適正に委託された義務を履行しな

ければならない。 

（委託業務の内容） 

第２条 委託業務は上記表のとおりとし、作業終了後、乙は甲に保守点検（清

掃）記録票を交付する。ただし、突発的異常時は双方協議のうえ、速やかに

処理を行う。 

収 入 

印 紙 
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（委託契約の期間） 

第３条 委託期間は上記表のとおりとする。ただし、契約満了の日の２ヶ月前

までに、双方意義のない場合は同一条件にてさらに１年間延長するものとし、

その後においても同様とする。 

（委託料の支払い） 

第４条 委託料の支払いは、１年間の委託業務の内容を甲乙で確認のうえ行う。

ただし、それによりがたい場合は、甲乙協議のうえ行う。 

（権利義務の譲渡） 

第５条 乙は、この契約により生ずる権利又は義務を、甲の承諾なくして第三

者に譲渡してはならない。 

（契約の解除） 

第６条 甲はやむを得ない事由により契約の解除が必要となった場合は、あら

かじめ乙に通知し、協議のうえこの契約を解除できる。 

（疑義の決定） 

第７条 この契約に関する疑義及びこの契約に定めのない事項については、甲

乙協議して定めるものとする。 

平成  年  月  日 

甲 委託者 住所 

氏名 

乙 受託者 （保守点検業者または清掃業者名） 

住所又は 

所在地 

氏名又は名称 

及び代表者名 

電話番号 

保守点検登録年月日 

清掃許可年月日 
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補助金関係

○ 浄化槽設置整備事業（個人設置型）　　＜昭和６２年度から補助事業開始＞

浄化槽の設置を行う者に対し、市町村が設置費用を助成する事業で、

その助成費用の一部を国庫補助する制度

※　浄化槽は個人の所有なので、浄化槽管理の責任は浄化槽設置者の

個人が負う。

○ 浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型）　＜平成6年度から補助事業開始＞

市町村が設置主体となって浄化槽の整備を行うのに必要な費用を国が

助成する事業（市町村が面的に整備を図るためのもの）

※　浄化槽は市町村の所有なので、浄化槽の管理の責任は市町村が負う。

○ 補助対象の範囲

浄化槽本体費用及び本体の設置に必要な工事費（付属設備含む）

＜流入、放流に係る配管及び升に係る費用は除く＞

○ 補助金の交付決定時期

1 浄化槽設置届出書

（環境管理センタ－経由）

補助申請者 → 福祉保健所 → 申請者又は市町村

＜受付印を押した届出書の写し＞

2 補助金の交付申請　・　交付決定　

＜受付印を押した届出書の写し等の必要書類＞

補助申請者 → 市町村 → 補助申請者

＜申請＞ ＜決定＞

※　交付決定は国の内示通知後、かつ、県の交付決定後に行う。（H24現在の取り扱い）

※　届出書受付年月日から10日を経過した後でなければ、補助金交付決定

をしてはならない。（型式認定浄化槽の場合）

ただし、届出の内容が相当であると認める旨の福祉保健所及び

建築主事の通知を受けた後においてはこの限りではない。
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○ 高知県浄化槽設置整備事業費補助金交付要綱　　-　抜粋　-

（補助対象事業）

第３条

２

(1)

(2)

(3)

(4)

○ 各市町村浄化槽設置整備事業費交付要綱

　各市町村交付要綱については担当課まで問い合わせてください。

この要綱の改正は、平成２２年５月６日から施行する。

建売住宅、モデルハウス等営業用建築物を設置する者。ただし、売
買契約等により購入者を確認することができる場合は、この限りでな
い。

店舗等との併用住宅において、住宅部分の床面積が２分の１未満の
ものを設置する者

補助事業の対象となる浄化槽は、一般住宅設置用とする。ただし、次に
掲げる者が設置する浄化槽を除く。

浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）第５条第１項の規定に基づく設置
の届出の審査又は建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第６条第１
項の規定に基づく確認を受けずに合併処理浄化槽を設置する者

住宅等を借りている者で、賃貸人の承諾が得られないもの

補助金の交付の対象となる事業は、浄化槽設置整備事業実施要綱（平
成６年１０月２０日付け衛浄第６５号）に基づいて、循環型社会形成推進
交付金及び汚水処理施設整備交付金の交付される浄化槽を設置する者
に対し、市町村が設置に要する費用を補助する事業（以下「補助事業」と
いう。）とする。この場合において、浄化槽の設置には、単独処理浄化槽
の撤去に必要な工事（浄化槽設置にあたり撤去が必要な場合及び施工
上の制約により単独処理浄化槽の撤去跡地に浄化槽が設置できない場
合であって同一敷地内に浄化槽が設置されるときに限る。）を含むものと
する。
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補助金交付申請・実績報告時の提出書類　（一般的なもの）

○ 交付申請

1 補助金交付申請書

2 浄化槽設置に関する概要書（１号様式）　　浄化槽設置届（２号様式）

①　建築基準法に基づく設置の場合　（１号様式）

②　浄化槽法に基づく設置の場合　（２号様式）

3 全浄協による登録証の写し及び登録浄化槽管理票（Ｃ票）

4 保証登録証

5 浄化槽工事費見積書　（工事範囲）

6 設置場所の案内図（住宅地図等の写し）

7 浄化槽の設置配管計画図

①　建築基準法に基づく設置の場合　（１号様式）浄化槽本体

②　浄化槽法に基づく設置の場合　（２号様式）流入管渠、放流管渠の配管及び升の位置

③ 敷地及び住宅の間取り図

8 浄化槽工事業の登録証又は届出書

浄化槽設備士免状の写し又は小規模浄化槽施行技術特別講習会修了書の写し

9 浄化槽設置工事請負契約書の写し（印紙）

10 土地、住宅等を借りている者は、賃貸人の承諾書

11 その他市町村長が必要と認める書類

○ 実績報告

1 実績報告書

2 浄化槽保守点検・清掃業務委託契約書

※　浄化槽管理士免状の写し

3 浄化槽法定検査申込書

4 工事費の出来高明細書、支払金領収書の写し（印紙）

5 浄化槽工事のチェックリスト（浄化槽設備士の記名、捺印）

6 浄化槽設置配管完了図

①　建築基準法に基づく設置の場合　（１号様式）浄化槽本体

②　浄化槽法に基づく設置の場合　（２号様式）流入管渠、放流管渠の配管及び升の位置

③ 敷地及び住宅の間取り図

7 浄化槽工事の工程毎の写真（高知県浄化槽施工マニュアル　浄化槽工事の提出写真）

※　工事名記入
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・必ず工事着手前に提出してください。
・着手後又は完成後に提出されても、補助対象にはなりません。
・設置者が、原則、市町村浄化槽設置担当課に出向いて申請願います。

・１２月以降の申請は、３月中に完成・検査が出来ること。

・必要に応じて現地調査を行います。

・申請書が提出されてから概ね○○日程度時間がかかります。

・補助金交付決定後に着手して下さい

・市町村浄化槽設置整備事業交付要綱による

・設置者・浄化槽設備士の立会のもと、確認します。

・補助金の振込先をお知らせ下さい。（申請者本人名義の口座）

・入金は交付請求提出後、○○日程度の時間がかかります。

補助金交付請求

補助金交付（振込）

※補助対象区域など詳しいことは、各市町村担当課まで

設置工事完成

事業実績報告書

補助金工事竣工検査

補助金確定通知

補助金交付申請書

審　　　　査

補助金交付決定

設置工事着手

「浄化槽設置整備事業補助金」一般的な事務の流れ
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捨コン打設

捨コン打設又は空練モルタル

竣工検査と引き渡し

底版コンクリｰﾄ設置

砂類による埋め戻し、及び締固めと水締め

上部スラブコンクリート工事

配管及び電気工事

ブロワの取付

試運転

基礎コンクリート型枠設置

鉄筋組立

基礎コンクリート打設

本体据付（ＦＲＰ本体）

水張り

「浄化槽設置工事」一般的な流れ

事前調査

丁張設置

掘削工事

基礎砕石
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Ｑ１：浄化槽の設置に補助金があると聞きましたが、誰でももらえるの。
Ａ１：個人の住宅に設置する浄化槽の設置費用に対し、補助金があります。
　　　各市町村補助要件がありますので、詳しくは、お住まいの市町村浄化槽担当
　　　課にお問い合せ下さい。
Ｑ２：補助対象地域とは
Ａ２：公共下水道の事業認可区域、農業集落排水事業等の事業実施区域以外
　　　の区域である。ただし、対象外区域でも対象となる場合もあります。
Q３：補助金額について
Ａ３：設置される浄化槽の大きさに応じて、限度額があります。また、市町村ごと
　　　に補助金額が違いますので市町村に確認願います。
Ｑ４：申請の受付は、
Ａ４：市町村の広報等でお知らせします。ただし、予算内に限ります。
Ｑ５：補助対象施設は
Ａ５：一般住宅の浄化槽（１０人槽まで）である。
　　　ただし、各市町村により、補助要件がありますので確認願います。
　　　例えば、
　　　　　　店舗等との併用住宅においては、住宅部分の床面積が１／２以上のもの。
　　　　　　住宅を借りているもので、賃貸人の承諾が得られているもの
Ｑ６：工事の補助対象範囲は
Ａ６：浄化槽本体及び設置費用である。（付属設備含む）
Ｑ７：補助金申請は、どうしたらいいの
Ａ７：申請書の他、色々な添付資料がいります。浄化槽設置前に市町村浄化槽担当課
　　　及び浄化槽設置業者等にご相談下さい。ただし、設置後、申請は受付できません
　　　ので注意願います。
Ｑ８：現在、家を建ててます。来年度、下水道工事があると聞いています。わずか、
　　　１年程ですが、単独浄化槽を設置できませんか。
Ａ８：現在、単独浄化槽の製造は認められておりませんし、原則、単独浄化槽を設置
　　　することはできません。
Ｑ９：現在、２人で住んでいます。浄化槽の人槽算定について、教えて下さい。
Ａ９：設置する浄化槽の大きさは、家の延べ床面積によります。
　　　130㎡以下であれば、「５人槽」、130㎡を超えれば、「７人槽」、２世帯住宅で
　　　お風呂、台所及び便所がそれぞれ２箇所あれば、「１０人槽」
Ｑ１０：浄化槽排水を道路側溝や農業用水路に放流することについて、道路管理者
　　　　や土地改良区等の同意は必要か
Ａ１０：いわゆる「放流同意書」の添付は必要はありません。ただし、道路法、土地
　　　　改良法、河川法等の法令に基づく水路の管理者から水路の「占用許可等」を
　　　　得ることはここでいう「放流同意」とは異なります。
Ｑ１１：補助対象浄化槽工事の竣工検査は、どのようなことを実施するのか
Ａ１１：補助対象者・浄化槽設備士等立会のもと、市町村浄化槽担当課の検査職員
　　　　が、補助対象浄化槽工事が適正な施工がなされているか確認するものです。
　　　　チェックリスト（本マニュアルp24）を参照してください。
Ｑ１２：浄化槽使用上の注意として、使用者にはどんなことを伝えればよい
Ａ１２：別添え資料（パンフレット　浄化槽を上手に使用するために　高知県）を参照
　　　　してください。

Q　&　Ａ

－45－



Ｑ１３：この補助金により設置された浄化槽について、住宅所有者の都合で、移転
　　　　する必要が生じたとき、どのようにしたらよいか。
Ａ１３：原因者負担の考え方により、それに要する費用は住民の負担とすることが
　　　　妥当であると思われます。
Ｑ１４：浄化槽を設置したいのですが、工事業者を教えて下さい。
Ａ１４：浄化槽の工事は、高知県知事に登録を受け、又は、届出をしている工事業
　　　　者でなければ行うことができません。
　　　　したがって、浄化槽を設置する場合、高知県知事に登録を受けた専門の浄
　　　　化槽工事業者又は、高知県知事に届出を行っている工事業者に依頼して
　　　　下さい。
　　　　浄化槽工事業者がわからない場合は、高知県のホームページ「建設管理
　　　　課」を参照し、「浄化槽及び特例浄化槽工事業者」から選んで下さい。
Ｑ１５：浄化槽工事業の登録をしたいのですが。
Ａ１５：担当課は、土木部建設管理課です。
Ｑ１６：（社）全国浄化槽団体連合会（全浄連）の「保証制度」の保証期間と保証範囲
　　　について教えてください。
Ａ１６：保証期間は、本体については、使用開始後５年、ブロワ等については、
　　　使用開始後１年。
　　　保証範囲は、浄化槽法に従って、適正に設置された保証登録浄化槽が法定
　　　検査で機能に異常があると判定された場合に、全浄連の審査委員会で審査
　　　を行っても原因者が特定できない場合があります。また、原因者が倒産した
　　　場合もあります。このような場合には、全浄連の保証基金により無償で修理
　　　を行います。
　　　ただし、次の場合は、保証期間中でも有償となります。
　　　（１）適切な維持管理契約がされていないとき
　　　（２）改造したとき
　　　（３）故意や過失で故障したとき
　　　（４）消耗品（薬剤、ブロワのオイル、ダイヤフラム等）
　　　（５）天災によるとき
　　　（６）その他取扱いが不適切だったとき
Ｑ１７：保証制度の期間が過ぎてしまいましたが、我が家の浄化槽は大丈夫でしょうか
Ａ１７：一般的に、浄化槽も何年か過ぎれば、経年変化による自然故障が発生するこ
　　　とがありますが、保証期間が過ぎている場合であっても、有償による修理は可
　　　能です。そのような場合には、設置されている浄化槽の製造メーカーの営業所、
　　　販売・施工会社などに相談して下さい。
Ｑ１８：浄化槽の上のスペースを駐車場にしたいと考えていますが。
Ａ１８：支柱コンクリート等を施工するなど、浄化槽を破損しないよう十分な対策をお願
　　　いします。なお、工事業者と相談して下さい。
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